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リコー三愛グループ創業者・市村清が佐賀に生まれて125年。
三愛会では、市村清生誕125年を記念してさまざまな活動を
展開していきます。
その第1弾として、今号の特集では市村の足跡や功績について
紹介します。
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2

今
年
は
、
リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
創
業
者
・
市
村
清
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
か
ら
１
２
５
年
の
節
目
の
年
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、本
誌
を
「
市
村
清
生
誕
１
２
５
年
」
特
集
号
と
し
ま
し
た
。
波
乱
万
丈
の
市
村
の
人
生
を
振
り
返
り
ま
す
。  

                                                                                                             

※
年
表
の
西
暦
年
号
の
下
２
け
た
が
そ
の
ま
ま
市
村
清
の
年
齢
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

特
集
・
市
村
清
生
誕
１
２
５
年

４
月
４
日
、
佐
賀
県
三
養
基
郡
北
茂
安
村
（
現 

み
や
き
町
）

市い
ち
ば
る原
で
、
市
村
豊
吉
、
ツ
子
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

４
月
、
北
茂
安
小
学
校
に
入
学
。
①

４
月
、
県
立
佐
賀
中
学
に
進
学
。
県
下
筆
頭
の
名
門
校
に

北
茂
安
村
か
ら
初
の
合
格
者
と
な
る
。

７
月
、
貧
し
さ
ゆ
え
の
肩
身
の
狭
さ
か
ら
佐
賀
中
学
を
２

年
で
中
退
。
家
業
の
野
菜
売
り
を
始
め
る
。

共
栄
貯
金
銀
行
久
留
米
支
店
に
事
務
見
習
い
と
し
て
採
用

さ
れ
る
。
②

上
京
を
志
し
、
共
栄
貯
金
銀
行
本
店
に
転
勤
。
中
央
大
学

専
門
部
（
夜
間
）
法
科
に
入
学
。
③

７
月
、
日
中
合
弁
の
大
東
銀
行
に
入
社
す
る
た
め
中
央
大

学
法
科
を
３
年
で
中
退
。

９
月
、大
東
銀
行
の
経
理
係
と
し
て
北
京
に
赴
任
。そ
の
後
、

上
海
分
行
に
移
り
、
会
計
主
任
、
支
店
長
代
理
、
取
締
役

へ
と
昇
進
。
④

１
月
26
日
、
松
岡
幸
恵
と
結
婚
。
⑤

４
月
、
金
融
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
大
東
銀
行
は
閉
鎖
。

10
月
、富
国
徴
兵
保
険
株
式
会
社
に
入
社
、熊
本
支
部
配
属
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

00
・
パ
リ
万
国
博
覧
会
開
催

　

・
津
田
梅
子
、
女
子
英
学
塾
（
後
の
津
田
塾

大
学
）
開
校

01
・
第
１
回
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式

　

・
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
操
業
開
始

02
・
日
英
同
盟
に
調
印

　

・
八
甲
田
山
で
１
９
９
人
死
亡

03
・
ラ
イ
ト
兄
弟
が
人
類
初
の
動
力
飛
行
に
成

功

04
・
日
露
戦
争
（
〜
05
）
始
ま
る

05
・
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結
（
日
露
戦
争
の
講

和
条
約
）

06
・
満
州
鉄
道
設
立

07
・
初
の
日
米
対
抗
野
球
試
合

08
・
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
第
１
回
移
民
出
発

09
・
伊
藤
博
文
暗
殺
事
件

　

・
米
国
フ
ォ
ー
ド
、
自
動
車
の
大
量
生
産
開

始

10
・
韓
国
併
合
成
る

11
・
ア
ム
ン
ゼ
ン
が
南
極
点
に
到
達

　

・
辛
亥
革
命
（
孫
文
）

12
・「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
沈
没

　

・
明
治
天
皇
崩
御
、
乃
木
希
典
殉
死

13
・
大
正
政
変

14
・
第
1
次
世
界
大
戦
勃
発
（
〜
18
）

　

・
パ
ナ
マ
運
河
開
通

15
・
日
本
は
大
戦
景
気
と
な
る

　

・「
特
殊
相
対
性
理
論
」（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）

16
・
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ナ
イ

ル
ス
と
ア
ー
ト
・
ス
ミ
ス
が
来
日
、
宙
返

り
を
披
露

17
・
ロ
シ
ア
革
命
（
ソ
ビ
エ
ト
政
権
が
樹
立
）

18
・
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
大
流
行
（
〜
21
）

19
・
パ
リ
講
和
会
議
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が

調
印

20
・
国
際
連
盟
発
足

21
・
高
橋
是
清
内
閣
発
足

　

・
中
国
共
産
党
発
足

22
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
成
立

23
・
関
東
大
震
災

24
・
阪
神
甲
子
園
球
場
完
成

　

・
メ
ー
ト
ル
法
実
施

25
・
普
通
選
挙
法
が
成
立

26
・
野
球
実
況
放
送
の
開
始　

27
・
大
西
洋
無
着
陸
飛
行
に
成
功
（
リ
ン
ド
・
バ
ー

グ
）

　

・
昭
和
金
融
恐
慌

28
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
、
日
本
初
の
五
輪

メ
ダ
リ
ス
ト
誕
生
（
三
段
跳
び　

織
田
幹
雄
）

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
放
送
開
始

29
・
世
界
大
恐
慌
が
発
生

　

・
第
16
回
衆
議
院
総
選
挙
（
初
の
男
子
普
通

選
挙
）

30
・
第
1
回
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

31
・
満
州
事
変
勃
発

32
・
五
・
一
五
事
件
（
犬
養
毅
首
相
暗
殺
）

33
・
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス
台
頭

　

・
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退

34
・
室
戸
台
風

35
・
第
１
回
芥
川
賞
・
直
木
賞

36
・
二
・
二
六
事
件
が
発
生

　

・
第
12
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決
定

37
・
盧
溝
橋
事
件
（
日
中
戦
争
勃
発
）

38
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
権
を
返
上

39
・
第
2
次
世
界
大
戦
が
勃
発

40
・
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
成
立

41
・
東
条
英
機
内
閣
が
成
立

　

・
真
珠
湾
攻
撃
、
太
平
洋
戦
争
が
開
戦

42
・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

43
・
学
徒
出
陣

44
・
サ
イ
パ
ン
島
陥
落

　

・
対
馬
丸
事
件

佐
賀
時
代
（
１
９
０
０
〜
19
年
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
（
１
９
２
０
〜
28
年
）

1900
（明 33）

①  小学校では常に首席であった
（1910、小学 4、5 年生頃）

⑥ 生家前にて（1927 夏頃）

④ 大東銀行上海分行にて（前列中央が市村　1927）

⑤ 結婚式（1925.1.26）

1920
（大 9）

1907
（明 40）

1913
（大 2）

1916
（大 5）

1914
（大 3）

1927
（昭 2）

1925
（大 14）

1922
（大 11）

③  共栄貯金銀行の同僚と市村
（右）。昼は事務員、夜は学生
として勉学に励む　（1920 頃）

②  両親、弟たちと佐賀北茂安の生家にて（1918 頃）。
この 4 年後には、一家の大黒柱として両親への仕送
りを始めた

西
暦

主
な
出
来
事

市
村
清
ヒ
ス
ト
リ
ー

●
 
同
時
代
の
社
会
の
動
き
（
１
９
０
０
年
〜
70
年
）

佐　賀　時　代
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４
月
４
日
、
佐
賀
県
三
養
基
郡
北
茂
安
村
（
現 

み
や
き
町
）

市い
ち
ば
る原
で
、
市
村
豊
吉
、
ツ
子
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

４
月
、
北
茂
安
小
学
校
に
入
学
。
①

４
月
、
県
立
佐
賀
中
学
に
進
学
。
県
下
筆
頭
の
名
門
校
に

北
茂
安
村
か
ら
初
の
合
格
者
と
な
る
。

７
月
、
貧
し
さ
ゆ
え
の
肩
身
の
狭
さ
か
ら
佐
賀
中
学
を
２

年
で
中
退
。
家
業
の
野
菜
売
り
を
始
め
る
。

共
栄
貯
金
銀
行
久
留
米
支
店
に
事
務
見
習
い
と
し
て
採
用

さ
れ
る
。
②

上
京
を
志
し
、
共
栄
貯
金
銀
行
本
店
に
転
勤
。
中
央
大
学

専
門
部
（
夜
間
）
法
科
に
入
学
。
③

７
月
、
日
中
合
弁
の
大
東
銀
行
に
入
社
す
る
た
め
中
央
大

学
法
科
を
３
年
で
中
退
。

９
月
、大
東
銀
行
の
経
理
係
と
し
て
北
京
に
赴
任
。そ
の
後
、

上
海
分
行
に
移
り
、
会
計
主
任
、
支
店
長
代
理
、
取
締
役

へ
と
昇
進
。
④

１
月
26
日
、
松
岡
幸
恵
と
結
婚
。
⑤

４
月
、
金
融
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
大
東
銀
行
は
閉
鎖
。

10
月
、富
国
徴
兵
保
険
株
式
会
社
に
入
社
、熊
本
支
部
配
属
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

３
月
、
富
国
徴
兵
保
険
を
退
社
、
理
化
学
研
究
所
が
開
発

し
た
理
研
陽
画
感
光
紙
の
九
州
総
代
理
店
吉
村
商
会
の
権

利
を
譲
り
受
け
、
福
岡
市
春
吉
四
十
川
で
独
立
開
業
。
業

績
は
幾
何
級
数
的
に
伸
び
、
朝
鮮
、
満
州
の
総
代
理
店
の

権
利
も
獲
得
す
る
。
⑦

３
月
、
理
化
学
研
究
所
所
長
の
大
河
内
正
敏
博
士
か
ら
、

研
究
所
で
発
明
・
開
発
さ
れ
た
技
術
の
企
業
化
を
図
る
理

化
学
興
業
株
式
会
社
の
感
光
紙
部
長
に
招
へ
い
さ
れ
る
。

古
参
の
部
長
と
衝
突
、
大
河
内
所
長
の
は
か
ら
い
で
感
光

紙
部
の
人
事
権
、
経
理
権
を
任
せ
ら
れ
る
が
、
後
に
再
び

衝
突
。

２
月
６
日
、
大
河
内
所
長
の
再
度
の
好
意
に
よ
り
、
感
光

紙
部
を
理
研
感
光
紙
株
式
会
社
と
し
て
創
立
、
代
表
権
を

持
つ
専
務
取
締
役
に
就
任
。
資
本
金
35
万
円
。
こ
の
日
が

リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
の
出
発
点
と
な
る
。

理
研
感
光
紙
の
業
績
が
極
め
て
顕
著
だ
っ
た
た
め
、
大
河

内
所
長
の
信
任
が
ま
す
ま
す
深
ま
り
、
理
研
関
係
の
会
社

の
重
役
を
次
々
と
兼
務
し
、60
社
を
超
え
る
理
研
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
の
中
心
的
存
在
と
な
る
。
⑧

11
月
、旭
光
学
工
業
株
式
会
社
の
専
務
取
締
役
に
就
任
。
⑨

理
研
の
全
重
役
を
集
め
た
新
年
宴
会
の
席
上
、
大
河
内
所

長
と
正
面
衝
突
、
12
社
の
重
役
の
辞
表
を
提
出
。
理
研
自

動
車
の
辻
恒
彦
専
務
の
説
得
と
、
大
河
内
所
長
の
３
度
目

の
親
身
な
扱
い
で
、
理
研
光
学
工
業
、
飛
行
機
特
殊
部
品
、

旭
無
線
の
３
社
が
理
研
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

完
全
な
独
立
を
得
る
。

７
月
、
朝
鮮
京
城
に
本
社
、
咸
鏡
南
道
の
羅
興
に
工
場
を

持
つ
理
研
特
殊
製
鉄
株
式
会
社
を
創
立
、
取
締
役
社
長
に

就
任
。
⑩

10
月
、
関
連
会
社
７
社
か
ら
な
る
自
蹊
会
発
足
。
物
資
不

足
の
中
、
グ
ル
ー
プ
機
関
誌
『
自
蹊
会
報
』
を
発
行
。
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米
国
フ
ォ
ー
ド
、
自
動
車
の
大
量
生
産
開

始

10
・
韓
国
併
合
成
る

11
・
ア
ム
ン
ゼ
ン
が
南
極
点
に
到
達

　

・
辛
亥
革
命
（
孫
文
）

12
・「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
沈
没

　

・
明
治
天
皇
崩
御
、
乃
木
希
典
殉
死

13
・
大
正
政
変

14
・
第
1
次
世
界
大
戦
勃
発
（
〜
18
）

　

・
パ
ナ
マ
運
河
開
通

15
・
日
本
は
大
戦
景
気
と
な
る

　

・「
特
殊
相
対
性
理
論
」（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）

16
・
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ナ
イ

ル
ス
と
ア
ー
ト
・
ス
ミ
ス
が
来
日
、
宙
返

り
を
披
露

17
・
ロ
シ
ア
革
命
（
ソ
ビ
エ
ト
政
権
が
樹
立
）

18
・
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
大
流
行
（
〜
21
）

19
・
パ
リ
講
和
会
議
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が

調
印

20
・
国
際
連
盟
発
足

21
・
高
橋
是
清
内
閣
発
足

　

・
中
国
共
産
党
発
足

22
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
成
立

23
・
関
東
大
震
災

24
・
阪
神
甲
子
園
球
場
完
成

　

・
メ
ー
ト
ル
法
実
施

25
・
普
通
選
挙
法
が
成
立

26
・
野
球
実
況
放
送
の
開
始　

27
・
大
西
洋
無
着
陸
飛
行
に
成
功
（
リ
ン
ド
・
バ
ー

グ
）

　

・
昭
和
金
融
恐
慌

28
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
、
日
本
初
の
五
輪

メ
ダ
リ
ス
ト
誕
生
（
三
段
跳
び　

織
田
幹
雄
）

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
放
送
開
始

29
・
世
界
大
恐
慌
が
発
生

　

・
第
16
回
衆
議
院
総
選
挙
（
初
の
男
子
普
通

選
挙
）

30
・
第
1
回
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

31
・
満
州
事
変
勃
発

32
・
五
・
一
五
事
件
（
犬
養
毅
首
相
暗
殺
）

33
・
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス
台
頭

　

・
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退

34
・
室
戸
台
風

35
・
第
１
回
芥
川
賞
・
直
木
賞

36
・
二
・
二
六
事
件
が
発
生

　

・
第
12
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決
定

37
・
盧
溝
橋
事
件
（
日
中
戦
争
勃
発
）

38
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
権
を
返
上

39
・
第
2
次
世
界
大
戦
が
勃
発

40
・
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
成
立

41
・
東
条
英
機
内
閣
が
成
立

　

・
真
珠
湾
攻
撃
、
太
平
洋
戦
争
が
開
戦

42
・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

43
・
学
徒
出
陣

44
・
サ
イ
パ
ン
島
陥
落

　

・
対
馬
丸
事
件

理
研
時
代
（
１
９
２
９
〜
44
年
）

1929
（昭 4）

1937
（昭 12）

1942
（昭 17）

1943
（昭 18）

1944
（昭 19）

1936
（昭 11）

1933
（昭 8）

⑦ 吉村商会の創立場所（福岡市春吉四十川）を訪れる（1955.5）⑨ 旭光学工業を創立（前列左から 2 人目が市村　1937.11）
　  1942 年 6 月、旭無線株式会社に社名変更

⑧  理研光学工業に社名変更した当時の記念撮影（前列中央が
市村　1938.3）。 1963 年 4 月、株式会社リコーに社名変更

⑩ 1943 年頃結成された特設防護団。銀座 8 丁目の理研光学工業本社
前にて

佐　賀　時　代サラリーマン時代理　研　時　代
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８
月
11
日
深
夜
、
幹
部
会
議
。
終
戦
を
迎
え
る
前
に
、
戦

後
対
策
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
進
出
を
決
定
。

11
月
、
先
の
決
定
を
受
け
、
三
愛
商
事
を
創
立
、
取
締
役

社
長
に
就
任
。（
46
年
８
月
、株
式
会
社
三
愛
に
社
名
変
更
）。

８
月
20
日
、
銀
座
４
丁
目
の
角
に
三
愛
の
新
店
舗
を
オ
ー

プ
ン
、
食
料
品
を
適
正
価
格
で
売
り
出
す
。（
数
年
後
、
婦

人
オ
シ
ャ
レ
専
門
店
に
業
態
転
換
）
⑪

12
月
、
自
蹊
会
を
三
愛
会
と
改
め
、
グ
ル
ー
プ
機
関
誌
『
三

愛
』（
現
『
三
愛
会
会
誌
』）
誌
上
に
て
「
三
愛
精
神
」
を

発
表
す
る
。

11
月
、
明
治
神
宮
か
ら
の
再
建
要
請
で
、
憲
法
記
念
館
を

結
婚
式
場
明
治
記
念
館
と
し
て
創
立
し
、
経
営
。
⑫

６
月
、
道
徳
再
武
装
運
動
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
日
本
代
表
の
一
員
と

し
て
ス
イ
ス
の
世
界
大
会
に
出
席
。

６
月
、
三
愛
石
油
株
式
会
社
を
創
立
。

※
航
空
機
へ
の
給
油
に
ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
考
案

し
出
願
す
る
も
、
給
油
権
は
内
外
の
石
油
資
本
に
よ
る
競

願
と
な
る
。
日
本
の
空
港
の
権
利
は
日
本
の
企
業
に
、
と

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
直
訴
し
て
、
羽
田
空
港
で
の
給
油
権
を
獲
得
す

る
。（
２
０
２
２
年
４
月
、
三
愛
オ
ブ
リ
株
式
会
社
に
社
名

変
更
）
⑬

11
月
、
三
愛
精
工
株
式
会
社
を
創
立
。（
58
年
、
リ
レ
ー
産

業
と
合
併
し
、
三
愛
計
器
株
式
会
社
に
社
名
変
更
、
63
年
、

リ
コ
ー
計
器
株
式
会
社
に
社
名
変
更
）

２
月
、
カ
メ
ラ
輸
出
拡
販
の
た
め
、
並
び
に
事
務
機
市
場

の
調
査
と
有
力
カ
メ
ラ
特
約
店
と
の
新
規
契
約
の
た
め
ア

メ
リ
カ
を
訪
問
、
カ
メ
ラ
輸
出
の
基
礎
を
固
め
る
。

６
月
、羽
田
空
港
の
給
油
方
式「
ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

が
完
成
。
⑭

45
・
広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下

　

・
8
月
15
日
、
終
戦

　

・
ポ
ツ
ダ
ム
会
談

　

・
第
1
回
宝
く
じ
発
売

46
・
天
皇
が
神
格
否
定
の
詔
書
（
人
間
宣
言
）

　

・
極
東
軍
事
裁
判

　

・
財
閥
解
体

　

・
新
円
切
り
替
え

　

・「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
が
大
流
行

47
・
日
本
国
憲
法
施
行

　

・
第
１
回
参
議
院
選
挙

　

・
6
・
3
・
３
学
制
発
足

48
・
帝
銀
事
件

　

・
美
空
ひ
ば
り
デ
ビ
ュ
ー

　

・
サ
マ
ー
タ
イ
ム
実
施
（
4
年
後
廃
止
）

49
・
三
大
事
件
（
下
山
・
三
鷹
・
松
川
）
発
生

　

・
湯
川
秀
樹
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

　

・
プ
ロ
野
球
が
セ
・
パ
に
分
裂

　

・
中
華
人
民
共
和
国
建
国
宣
言

50
・
公
職
追
放
解
除

　

・
朝
鮮
戦
争
勃
発
。
特
需
ブ
ー
ム
到
来

　

・
金
閣
寺
が
放
火
で
炎
上

51
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

　

・
戦
後
初
の
民
間
航
空
会
社
「
日
本
航
空
」

誕
生

　

・
民
間
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

　

・
黒
沢
明
監
督
「
羅
生
門
」
が
ベ
ニ
ス
国
際

映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ

　

・
第
１
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦

52
・
国
会
中
継
の
放
送
ス
タ
ー
ト

　

・
日
米
安
全
保
障
条
約
発
効

　

・
羽
田
空
港
が
米
軍
か
ら
返
還

　

・
も
く
星
号
、
三
原
山
に
衝
突

53
・
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散

　

・
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

　

・
赤
色
公
衆
電
話
が
登
場

　

・
エ
リ
ザ
ベ
ス
2
世
の
戴
冠
式

　

・
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
成
功

54
・
吉
田
内
閣
退
陣

　

・
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
、
転
覆

　

・
力
道
山
な
ど
プ
ロ
レ
ス
ブ
ー
ム

　

・
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
来
日

　

・
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
開
業

55
・
1
円
硬
貨
、
50
円
硬
貨
が
登
場

　

・
森
永
粉
ミ
ル
ク
中
毒
事
件

　

・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
結
成

　

・
後
楽
園
ゆ
う
え
ん
ち
開
園

56
・
国
際
連
合
に
加
盟

　

・
日
ソ
共
同
宣
言

　

・「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
が
流
行
語
に

　

・
太
陽
族
ブ
ー
ム

57
・
１
０
０
円
硬
貨
、
5
千
円
紙
幣
が
新
登
場

　

・
東
海
村
の
原
子
炉
が
臨
界
点
に
達
す

　

・
南
極
観
測
隊
、
昭
和
基
地
に
上
陸

　

・
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
設
立

　

・
Ｅ
Ｅ
Ｃ
欧
州
経
済
共
同
体
設
立

58
・
東
京
タ
ワ
ー
完
成

　

・
巨
人
の
長
嶋
茂
雄
が
デ
ビ
ュ
ー

　

・
1
万
円
紙
幣
発
行

　

・
フ
ラ
フ
ー
プ
ブ
ー
ム

59
・
皇
太
子
ご
成
婚
（
ミ
ッ
チ
ー
ブ
ー
ム
）

　

・
伊
勢
湾
台
風

　

・
天
覧
試
合
で
長
嶋
茂
雄
本
塁
打

60
・
社
会
党
の
浅
沼
委
員
長
刺
殺
事
件

　

・
所
得
倍
増
の
第
２
次
池
田
内
閣
成
立

　

・
チ
リ
地
震
津
波

　

・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
本
放
送
開
始

　

・「
三
種
の
神
器
」
が
流
行
語
に

61
・
ソ
連
の
人
工
衛
星
、
初
の
地
球
一
周
有
人

飛
行
に
成
功

　
・
東
ド
イ
ツ
、ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
構
築

　

・
テ
レ
ビ
が
１
０
０
０
万
台
を
突
破
、
ラ
ジ

オ
が
１
０
０
０
万
台
を
割
る

62
・
堀
江
謙
一
、
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
単
独
横
断

に
成
功

サ
ー
ビ
ス
業
起
業
時
代
（
１
９
４
５
〜
52
年
）

本
格
的
起
業
時
代
（
１
９
５
３
〜
64
年
）

⑪ 銀座に誕生した三愛。大理石が随所に使われるなど、
戦後まもなく建造されたものとしては立派なものだっ
た。 （1946.8）

⑫ 明治記念館  年賀会（1948.1）

⑬ 三愛石油羽田営業所開設式（1952.10.27）

⑭  市村発案のハイドラント（消火栓）
システムが稼働（1955.6）

⑮ 第 5 回フォトキナに初参加
　  （西ドイツ・ケルン　1956.9.28 ～ 10.7）

⑯  西銀座デパート開店披露のテープカット
のために来店された三笠宮、同妃両殿下
をご案内する市村 （1958.9.30）

1945
（昭 20）

1946
（昭 21）

1947
（昭 22）

1950
（昭 25）

1952
（昭 27）

1953
（昭 28）

1955
（昭 30）

西
暦

主
な
出
来
事

サービス業起業時代本格的起業時代
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８
月
11
日
深
夜
、
幹
部
会
議
。
終
戦
を
迎
え
る
前
に
、
戦

後
対
策
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
進
出
を
決
定
。

11
月
、
先
の
決
定
を
受
け
、
三
愛
商
事
を
創
立
、
取
締
役

社
長
に
就
任
。（
46
年
８
月
、株
式
会
社
三
愛
に
社
名
変
更
）。

８
月
20
日
、
銀
座
４
丁
目
の
角
に
三
愛
の
新
店
舗
を
オ
ー

プ
ン
、
食
料
品
を
適
正
価
格
で
売
り
出
す
。（
数
年
後
、
婦

人
オ
シ
ャ
レ
専
門
店
に
業
態
転
換
）
⑪

12
月
、
自
蹊
会
を
三
愛
会
と
改
め
、
グ
ル
ー
プ
機
関
誌
『
三

愛
』（
現
『
三
愛
会
会
誌
』）
誌
上
に
て
「
三
愛
精
神
」
を

発
表
す
る
。

11
月
、
明
治
神
宮
か
ら
の
再
建
要
請
で
、
憲
法
記
念
館
を

結
婚
式
場
明
治
記
念
館
と
し
て
創
立
し
、
経
営
。
⑫

６
月
、
道
徳
再
武
装
運
動
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
日
本
代
表
の
一
員
と

し
て
ス
イ
ス
の
世
界
大
会
に
出
席
。

６
月
、
三
愛
石
油
株
式
会
社
を
創
立
。

※
航
空
機
へ
の
給
油
に
ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
考
案

し
出
願
す
る
も
、
給
油
権
は
内
外
の
石
油
資
本
に
よ
る
競

願
と
な
る
。
日
本
の
空
港
の
権
利
は
日
本
の
企
業
に
、
と

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
直
訴
し
て
、
羽
田
空
港
で
の
給
油
権
を
獲
得
す

る
。（
２
０
２
２
年
４
月
、
三
愛
オ
ブ
リ
株
式
会
社
に
社
名

変
更
）
⑬

11
月
、
三
愛
精
工
株
式
会
社
を
創
立
。（
58
年
、
リ
レ
ー
産

業
と
合
併
し
、
三
愛
計
器
株
式
会
社
に
社
名
変
更
、
63
年
、

リ
コ
ー
計
器
株
式
会
社
に
社
名
変
更
）

２
月
、
カ
メ
ラ
輸
出
拡
販
の
た
め
、
並
び
に
事
務
機
市
場

の
調
査
と
有
力
カ
メ
ラ
特
約
店
と
の
新
規
契
約
の
た
め
ア

メ
リ
カ
を
訪
問
、
カ
メ
ラ
輸
出
の
基
礎
を
固
め
る
。

６
月
、羽
田
空
港
の
給
油
方
式「
ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

が
完
成
。
⑭

９
月
、
ド
イ
ツ
の
カ
メ
ラ
シ
ョ
ー
に
出
席
、
帰
途
、
欧
米

各
国
の
市
場
を
視
察
。
⑮

２
月
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
メ
ラ
シ
ョ
ー
に
出
席
、
帰
途
立
ち

寄
っ
た
マ
イ
ア
ミ
市
に
日
本
の
桜
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
決

め
る
。

※
桜
は
輸
入
禁
止
樹
木
と
判
明
し
、
代
わ
り
に
オ
ー
キ
ッ

ド
３
０
０
本
を
マ
イ
ア
ミ
市
に
寄
贈
。
さ
ら
に
、
以
後
４

年
が
か
り
で
日
本
庭
園
を
造
営
、寄
贈
。「
イ
チ
ム
ラ・パ
ー

ク
」
と
し
て
日
米
親
善
に
貢
献
し
た
。

11
月
、
株
式
会
社
西
銀
座
デ
パ
ー
ト
の
取
締
役
社
長
に
就

任
。
翌
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
。
⑯

４
月
29
日
、
母
校
北
茂
安
小
学
校
に
講
堂
を
寄
贈
。
⑰

６
月
、「
イ
チ
ム
ラ
・
パ
ー
ク
」
の
功
労
に
対
し
、
米
国
フ

ロ
リ
ダ
州
マ
イ
ア
ミ
市
か
ら
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
、

同
時
に
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
ア
メ
リ
カ
版
と
も
い
え
る

ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ー
バ
ー
賞
を
受
け
る
。
⑱

３
月
、
大
阪
回
生
病
院
で
胃
潰
瘍
の
手
術
を
受
け
る
。
⑲

５
月
22
日
、
市
村
遺
児
育
英
会
発
足
。

12
月
、
発
明
品
の
普
及
化
に
尽
く
し
た
功
労
を
認
め
ら
れ
、

藍
綬
褒
章
を
受
け
る
。
⑳

２
月
、
日
本
経
済
新
聞
「
私
の
履
歴
書
」
に
１
か
月
間
に

わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
。

３
月
、
日
米
飲
料
株
式
会
社
取
締
役
社
長
に
就
任
、
コ
カ
・

コ
ー
ラ
の
北
九
州
地
区
の
販
売
権
を
得
る
。（
63
年
３
月
、

日
米
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
に
社
名
変
更
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㉑
㉒

５
月
、
時
の
通
産
大
臣
佐
藤
栄
作
氏
や
中
京
財
界
の
要
請

を
受
け
、
高
野
精
密
工
業
株
式
会
社
の
取
締
役
社
長
に
就

任
、再
建
に
乗
り
出
す
。（
８
月
、高
野
精
密
工
業
を
リ
コ
ー

時
計
株
式
会
社
に
社
名
変
更
。
86
年
４
月
、
リ
コ
ー
エ
レ

メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
に
社
名
変
更
）
㉓

45
・
広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下

　

・
8
月
15
日
、
終
戦

　

・
ポ
ツ
ダ
ム
会
談

　

・
第
1
回
宝
く
じ
発
売

46
・
天
皇
が
神
格
否
定
の
詔
書
（
人
間
宣
言
）

　

・
極
東
軍
事
裁
判

　

・
財
閥
解
体

　

・
新
円
切
り
替
え

　

・「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
が
大
流
行

47
・
日
本
国
憲
法
施
行

　

・
第
１
回
参
議
院
選
挙

　

・
6
・
3
・
３
学
制
発
足

48
・
帝
銀
事
件

　

・
美
空
ひ
ば
り
デ
ビ
ュ
ー

　

・
サ
マ
ー
タ
イ
ム
実
施
（
4
年
後
廃
止
）

49
・
三
大
事
件
（
下
山
・
三
鷹
・
松
川
）
発
生

　

・
湯
川
秀
樹
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

　

・
プ
ロ
野
球
が
セ
・
パ
に
分
裂

　

・
中
華
人
民
共
和
国
建
国
宣
言

50
・
公
職
追
放
解
除

　

・
朝
鮮
戦
争
勃
発
。
特
需
ブ
ー
ム
到
来

　

・
金
閣
寺
が
放
火
で
炎
上

51
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

　

・
戦
後
初
の
民
間
航
空
会
社
「
日
本
航
空
」

誕
生

　

・
民
間
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

　

・
黒
沢
明
監
督
「
羅
生
門
」
が
ベ
ニ
ス
国
際

映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ

　

・
第
１
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦

52
・
国
会
中
継
の
放
送
ス
タ
ー
ト

　

・
日
米
安
全
保
障
条
約
発
効

　

・
羽
田
空
港
が
米
軍
か
ら
返
還

　

・
も
く
星
号
、
三
原
山
に
衝
突

53
・
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散

　

・
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

　

・
赤
色
公
衆
電
話
が
登
場

　

・
エ
リ
ザ
ベ
ス
2
世
の
戴
冠
式

　

・
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
成
功

54
・
吉
田
内
閣
退
陣

　

・
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
、
転
覆

　

・
力
道
山
な
ど
プ
ロ
レ
ス
ブ
ー
ム

　

・
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
来
日

　

・
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
開
業

55
・
1
円
硬
貨
、
50
円
硬
貨
が
登
場

　

・
森
永
粉
ミ
ル
ク
中
毒
事
件

　

・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
結
成

　

・
後
楽
園
ゆ
う
え
ん
ち
開
園

56
・
国
際
連
合
に
加
盟

　

・
日
ソ
共
同
宣
言

　

・「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
が
流
行
語
に

　

・
太
陽
族
ブ
ー
ム

57
・
１
０
０
円
硬
貨
、
5
千
円
紙
幣
が
新
登
場

　

・
東
海
村
の
原
子
炉
が
臨
界
点
に
達
す

　

・
南
極
観
測
隊
、
昭
和
基
地
に
上
陸

　

・
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
設
立

　

・
Ｅ
Ｅ
Ｃ
欧
州
経
済
共
同
体
設
立

58
・
東
京
タ
ワ
ー
完
成

　

・
巨
人
の
長
嶋
茂
雄
が
デ
ビ
ュ
ー

　

・
1
万
円
紙
幣
発
行

　

・
フ
ラ
フ
ー
プ
ブ
ー
ム

59
・
皇
太
子
ご
成
婚
（
ミ
ッ
チ
ー
ブ
ー
ム
）

　

・
伊
勢
湾
台
風

　

・
天
覧
試
合
で
長
嶋
茂
雄
本
塁
打

60
・
社
会
党
の
浅
沼
委
員
長
刺
殺
事
件

　

・
所
得
倍
増
の
第
２
次
池
田
内
閣
成
立

　

・
チ
リ
地
震
津
波

　

・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
本
放
送
開
始

　

・「
三
種
の
神
器
」
が
流
行
語
に

61
・
ソ
連
の
人
工
衛
星
、
初
の
地
球
一
周
有
人

飛
行
に
成
功

　
・
東
ド
イ
ツ
、ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
構
築

　

・
テ
レ
ビ
が
１
０
０
０
万
台
を
突
破
、
ラ
ジ

オ
が
１
０
０
０
万
台
を
割
る

62
・
堀
江
謙
一
、
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
単
独
横
断

に
成
功

㉒ 新設された日米コカ・コーラボトリングの鳥栖工
場落成式での記念撮影 （1968.6.20）

⑱ 世界一周旅行の途中、寄贈したイチムラ・パー
クに立ち寄った市村夫妻はマイアミ市民たち
の大歓迎を受けた （1964 秋）

㉑  空輸便で届いた生産第 1
号のコカ･コーラを飲む

（1963.5.4）

⑳ 褒章受章者を代表して天皇陛下にお礼の言葉を述べる
（1961.12）

㉓ 電池式腕時計「リコーワイドエイト」の発表会
見 （1966）

⑲ 静養中　　　（1961 頃）

⑰ 小学校への講堂寄贈祝賀祭には村中から大勢の人
が押し寄せた　　　　　　　　　　　　（1958.4）

1960
（昭 35）

1961
（昭 36）

1958
（昭 33）

1957
（昭 32）

1956
（昭 31）

1962
（昭 37）

本格的起業時代
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62
・
東
京
都
、
世
界
初
の
１
０
０
０
万
人
都
市
に

　

・
タ
レ
ン
ト
議
員
第
1
号
、
藤
原
あ
き
当
選

　

・
国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ‒

11
初
飛
行

　

・
常
磐
線
三
河
島
列
車
事
故

　

・
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
事
件

63
・
日
米
間
テ
レ
ビ
宇
宙
中
継
受
信
実
験
成
功

　

   （
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
信
）

　

・
吉
展
ち
ゃ
ん
誘
拐
事
件

　

・
東
海
道
線
鶴
見
列
車
事
故

　

・
黒
四
ダ
ム
（
黒
部
ダ
ム
）
完
成

　

・
名
神
高
速
道
路
開
業

64
・
東
海
道
新
幹
線
開
通

　

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

　

・
海
外
渡
航
自
由
化

　

・
新
潟
大
地
震

　

・「
み
ゆ
き
族
」
登
場

65
・
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
観
測
開
始

　

・
朝
永
振
一
郎
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

　

・
中
国
文
化
大
革
命
始
ま
る

　

・
第
1
回
ド
ラ
フ
ト
会
議

　

・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
開
始

　

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
停
電

66
・
日
本
の
人
口
、
1
億
人
を
突
破

　

・
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
日
本
武
道
館
で
公
演

　

・
早
稲
田
大
学
紛
争

　

・
共
和
製
糖
不
正
融
資
事
件

　

・
旅
客
機
墜
落
事
故
続
発

　

・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
時
代
に
突
入

　

・
中
国
文
化
大
革
命
始
ま
る
（
〜
76
年
）

67
・
2
月
11
日
、
初
の
建
国
記
念
日

　

・
高
見
山
大
五
郎
、
初
の
外
国
人
関
取
（
十
両
）

に
昇
進

　

・
ミ
ニ
ス
カ
女
王
ツ
ィ
ッ
ギ
ー
、
来
日

　

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
発
足

　

・
企
業
公
害
「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」「
阿
賀
野

川
水
銀
中
毒
」
発
生

　

・〝
ア
ン
グ
ラ
〞
流
行

68
・
川
端
康
成
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

　

・
3
億
円
事
件
起
こ
る
（
75
年
時
効
）

　

・
郵
便
番
号
制
ス
タ
ー
ト

　

・
東
名
高
速
道
路
開
通

　

・
小
笠
原
諸
島
が
日
本
復
帰

　

・
キ
ン
グ
牧
師
暗
殺

　

・
金
嬉
老
事
件

　

・
初
の
心
臓
移
植
手
術
が
成
功

　

・
学
生
運
動
が
激
化

69
・
米
国
、
ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類
初
の
月
面
着

陸
に
成
功

　

・
大
学
紛
争
、
東
大
安
田
講
堂
封
鎖
解
除

　

・
東
名
高
速
道
路
全
面
開
通

　

・
原
子
力
船
「
む
つ
」
が
進
水

　

・
Ｇ
Ｎ
Ｐ
世
界
第
２
位
に
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
神
話
の

幕
開
け

　

・
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
放
送
開
始

70
・
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
開
催

　

・
日
航
機
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

　

・
三
島
由
紀
夫
割
腹
事
件

　

・
日
本
山
岳
会
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
成
功

　

・
東
京
都
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
観
測
体
制
を

つ
く
る

　

・
銀
座
で
初
の
歩
行
者
天
国

　

・
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
解
散

９
月
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
リ
コ
ー
時
計
株
式
会
社
を
創
立
し
、

取
締
役
社
長
に
就
任
。

12
月
、
株
式
会
社
ホ
テ
ル
三
愛
を
創
立
し
、
取
締
役
社
長

に
就
任
。（
64
年
６
月
、三
愛
観
光
株
式
会
社
に
社
名
変
更
）㉔

１
月
、
銀
座
４
丁
目
角
に
円
筒
形
の
ビ
ル
「
三
愛
ド
リ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
」
完
成
。
13
日
午
前
０
時
よ
り
行
わ
れ
た
開

店
披
露
宴
が
話
題
と
な
る
。
㉕
㉖

３
月
11
日
、
故
郷
佐
賀
県
の
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
と
し
て
、
佐
賀
市
城
内
公
園
に
「
佐
賀
県
体
育
館
」
を

寄
贈
。こ
の
功
労
に
よ
り
紺
綬
褒
章
を
受
け
る
。（
92
年
、「
市

村
記
念
体
育
館
」
に
名
称
変
更
）
㉗

３
月
、
リ
コ
ー
時
計
恵
那
工
場
を
公
園
工
場
と
し
た
功
労

に
対
し
、
岐
阜
県
恵
那
市
か
ら
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら

れ
る
。

８
月
、
日
本
初
の
リ
ー
ス
事
業
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
日

本
リ
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
創
立
し
、
取
締
役

社
長
に
就
任
。（
67
年
１
月
、
株
式
会
社
日
本
リ
ー
ス
に
社

名
変
更
）
㉘

10
月
、
行
政
審
議
会
委
員
に
就
任
。

11
月
、
母
校
の
中
央
大
学
理
事
に
就
任
。

２
月
、
三
愛
運
輸
株
式
会
社
（
現
Ｓ
Ｂ
Ｓ
リ
コ
ー
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社
）
を
創
立
し
、
取
締
役
社
長
に
就
任
。㉙

７
月
、
東
京
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
就
任
。

８
月
、
恵
那
観
光
株
式
会
社
取
締
役
社
長
に
就
任
。

９
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
目
前
に
し
て
、
欧
米

事
情
視
察
の
た
め
、
幸
恵
夫
人
を
伴
っ
て
50
日
間
に
わ
た

る
世
界
一
周
旅
行
に
出
発
。
㉚

㉔ ホテル三愛の完成式典 （1964.7）
　  設計は佐賀県体育館などを手掛け、モダニズム建築の

第一人者として定評のあった坂倉準三氏

1962
（昭 37）

㉗ 佐賀県体育館で開催された全国選抜卓球優勝大会に出席
（1966.4）

㉕ 三愛ドリームセンターの点灯式に向かう　
 （1963.1.13）

㉖ 午前 0 時、オープニングセレモニーが
スタート

㉙ 三愛運輸開業祝賀会で来賓たちと談笑する市村
（リコー大森ホール   1964.2）

㉘ リース物件第 1 号となった
　  三菱自動車デボネア

㉚ 羽田空港から世界一周の旅へ
飛び立つ　　　  （1964.9.28）

1963
（昭 38）

1964
（昭 39）

西
暦

主
な
出
来
事

リコー再建時代、終焉 本格的起業時代
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３
月
、
リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
の
中
核
で
あ
る
リ
コ
ー
を

無
配
と
し
た
た
め
、
世
間
の
非
難
を
浴
び
な
が
ら
再
建
に

必
死
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

３
月
、
札
幌
市
に
対
す
る
貢
献
に
よ
り
再
度
紺
綬
褒
章
を

受
け
る
。

８
月
、
九
州
三
愛
観
光
株
式
会
社
（
の
ち
の
三
愛
観
光
株

式
会
社
）
を
創
立
し
、
取
締
役
社
長
に
就
任
。
㉛

４
月
、
70
年
開
催
の
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
へ

の
出
展
を
申
し
込
む
（
出
展
第
１
号
）。
32

７
月
、
東
北
リ
コ
ー
株
式
会
社
を
創
立
し
、
取
締
役
社
長

に
就
任
。
33

８
月
、
三
愛
不
動
産
株
式
会
社
を
創
立
し
、
取
締
役
社
長

に
就
任
。

９
月
、リ
コ
ー
を
わ
ず
か
２
年
半
で
復
配
、奇
跡
の
不
死
鳥
、

不
屈
の
闘
魂
と
あ
ら
た
め
て
世
間
の
称
賛
を
浴
び
る
。
34

11
月
17
日
、
食
道
が
ん
の
肝
臓
へ
の
転
移
が
判
明
、
慶
応

病
院
に
入
院
。
35

12
月
12
日
、
自
身
の
財
産
の
大
部
分
を
寄
贈
し
て
、
財
団

法
人
「
新
技
術
開
発
財
団
」
を
設
立
す
る
旨
の
申
請
が
正

式
認
可
さ
れ
、枕
元
に
報
告
さ
れ
る
。（
２
０
１
８
年
４
月
、

市
村
清
新
技
術
財
団
に
名
称
変
更
）

12
月
16
日
、
午
前
７
時
13
分
、
急
性
肝
萎
縮
症
の
た
め
慶

応
病
院
に
て
永
眠
。
享
年
68
歳
。

12
月
18
日
、
生
前
の
功
労
に
対
し
従
四
位
勲
三
等
旭
日
中

綬
章
を
贈
ら
れ
る
。

12
月
20
日
、
築
地
本
願
寺
に
て
葬
儀
。
戒
名
は
「
泰
徳
院

殿
三
愛
清
壽
大
居
士
」。

62
・
東
京
都
、
世
界
初
の
１
０
０
０
万
人
都
市
に

　

・
タ
レ
ン
ト
議
員
第
1
号
、
藤
原
あ
き
当
選

　

・
国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ‒

11
初
飛
行

　

・
常
磐
線
三
河
島
列
車
事
故

　

・
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
事
件

63
・
日
米
間
テ
レ
ビ
宇
宙
中
継
受
信
実
験
成
功

　

   （
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
信
）

　

・
吉
展
ち
ゃ
ん
誘
拐
事
件

　

・
東
海
道
線
鶴
見
列
車
事
故

　

・
黒
四
ダ
ム
（
黒
部
ダ
ム
）
完
成

　

・
名
神
高
速
道
路
開
業

64
・
東
海
道
新
幹
線
開
通

　

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

　

・
海
外
渡
航
自
由
化

　

・
新
潟
大
地
震

　

・「
み
ゆ
き
族
」
登
場

65
・
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
観
測
開
始

　

・
朝
永
振
一
郎
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

　

・
中
国
文
化
大
革
命
始
ま
る

　

・
第
1
回
ド
ラ
フ
ト
会
議

　

・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
開
始

　

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
停
電

66
・
日
本
の
人
口
、
1
億
人
を
突
破

　

・
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
日
本
武
道
館
で
公
演

　

・
早
稲
田
大
学
紛
争

　

・
共
和
製
糖
不
正
融
資
事
件

　

・
旅
客
機
墜
落
事
故
続
発

　

・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
時
代
に
突
入

　

・
中
国
文
化
大
革
命
始
ま
る
（
〜
76
年
）

67
・
2
月
11
日
、
初
の
建
国
記
念
日

　

・
高
見
山
大
五
郎
、
初
の
外
国
人
関
取
（
十
両
）

に
昇
進

　

・
ミ
ニ
ス
カ
女
王
ツ
ィ
ッ
ギ
ー
、
来
日

　

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
発
足

　

・
企
業
公
害
「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」「
阿
賀
野

川
水
銀
中
毒
」
発
生

　

・〝
ア
ン
グ
ラ
〞
流
行

68
・
川
端
康
成
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

　

・
3
億
円
事
件
起
こ
る
（
75
年
時
効
）

　

・
郵
便
番
号
制
ス
タ
ー
ト

　

・
東
名
高
速
道
路
開
通

　

・
小
笠
原
諸
島
が
日
本
復
帰

　

・
キ
ン
グ
牧
師
暗
殺

　

・
金
嬉
老
事
件

　

・
初
の
心
臓
移
植
手
術
が
成
功

　

・
学
生
運
動
が
激
化

69
・
米
国
、
ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類
初
の
月
面
着

陸
に
成
功

　

・
大
学
紛
争
、
東
大
安
田
講
堂
封
鎖
解
除

　

・
東
名
高
速
道
路
全
面
開
通

　

・
原
子
力
船
「
む
つ
」
が
進
水

　

・
Ｇ
Ｎ
Ｐ
世
界
第
２
位
に
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
神
話
の

幕
開
け

　

・
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
放
送
開
始

70
・
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
開
催

　

・
日
航
機
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

　

・
三
島
由
紀
夫
割
腹
事
件

　

・
日
本
山
岳
会
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
成
功

　

・
東
京
都
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
観
測
体
制
を

つ
く
る

　

・
銀
座
で
初
の
歩
行
者
天
国

　

・
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
解
散

リ
コ
ー
再
建
時
代
、終
焉
（
１
９
６
５
〜
68
年
）

㉛ 阿蘇の山並みを眺める

34 『電子リコピー BS-1』発表会。
　   リコー再建の原動力となる

（大阪にて  1965.8）

33 東北リコー本社工場落成式でテープカッ
トをする                                    （1968.5.17）

35 幸恵夫人とリコー三愛グループ合同運動会を観戦。
この日が社員の前に姿を見せた最後となる

（東京体育館　1968.11.5）

1965
（昭 40）

1966
（昭 41）

1967
（昭 42）

1968
（昭 43）

32

リコー再建時代、終焉

執務中にリラックスした表情を見せる市村
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市
村
清

交
遊
録

田中虎三郎 弁護士

父・豊吉の親戚にあたり、幼少から世話になっ
た人物。上海での疑獄事件の際も市村の弁護を
した。

竹崎八十雄 私立大江高等女学校長

熊本での保険外交の最初の加入者。
勧誘のため、毎日のように訪れる市村の人柄に
ほれ、加入を決断。訪問 9 回目、熊本に来てか
ら 69 日目の出来事であった。

吉村　吉郎 富国生命保険　
佐賀代理店店主

江戸時代から続く穀物商「吉村商会」店主で、
保険代理店店主、理研感光紙九州総代理店店主
を兼ねる。市村に感光紙の営業を勧め、代理店
の権利を譲渡。

桜井　季雄 理学博士

理研陽画感光紙の発明者。技術者・桜井と販売
の責任者・市村の協力関係、人間関係が深まる。

風間　銀蔵 共栄貯金銀行本店

上京して共栄貯金銀行本店に勤め出した頃
の同僚。戦後、三愛と明治記念館の経理課
長として入社。市村も信頼を寄せる。

村山　長一 池田回生病院長

佐賀中学の同窓生。市村の生涯の親友であり、
主治医。市村の最期を看取った人物。

親友

池田　勇人 総理大臣

中原　　功 東京急行電鉄秘書

三浦甲子二 朝日新聞記者

坂本　藤良 評論家

野田　一夫 経営コンサルタント

藤森　真生 みすず商会会長
（初代貴乃花後援会副会長）

渡辺　和美 大崎電気工業社長

山崎　富治 山種証券前社長

片山　　豊 マルマン社長

前野　　徹 東急エージェンシー社長

五島　　昇 東京急行電鉄社長

蓬郷　峰保 サンデー毎日記者

岩堀喜之助 平凡出版社社長
（市村学校教頭）

佐治　敬三 サントリー社長

森下　　泰 森下仁丹社長

藤田　一暁 フジタ工業社長

中曽根康弘 国務大臣

中尾　栄一 元通産大臣

能村龍太郎 太陽工業会長

野口　壮吉 富国徴兵保険会社
久留米支部長

父・豊吉の実弟。市村に保険の仕事を勧め
た人物。

今泉　耕吉 東京大学工学部卒

佐賀中学時代の同級生。1962 年から三愛石
油専務、日本リース創立時に副社長に就任。
市村の死後、社長に就任。

石坂　泰三 経団連会長

市村は石坂に私淑、石坂は市村をかわいがっ
た。1961 年、市村から日本リース設立への
協力を懇請される。

松尾　静磨 日本航空社長

佐賀出身の技術者。市村に石油事業への進
出を進言。

大川　　博 東映社長

中央大学の同窓生。銀座に東映会館を建設
する際、市村が尽力した。

親友・恩師
感謝しても感謝しきれない
大事な存在

恩人
人生の転機に大きく関わった人たち

友人 事あるごとに知恵や力を貸してくれた人たち

市村を校長に、若手財界・政界人、作家、ジャーナリストなどを生徒として集う交流会
メンバーは40～50人を数えたこともあった

市村学校の様子、前列右から 2 人目が市村（年代不詳）

柴田　邦輔 三井物産

上海時代からの親友。理研感光紙九州総代理
店時代、金策に苦しんでいる市村に 2000 円
を送って来た。市村はこの時の友情を思い出
すたびに涙した。

親友

岡　　泰雄 千栗八幡神社社掌

塾を開塾。佐賀中学を中退した市村が通い、
その教えに感銘を受ける。晩年は千栗八幡の
宮司として余生を送ったが、社殿の改造に際
し、市村は匿名で大金を寄贈した。

恩師

幼
少
の
頃
か
ら
、
活
発
で
聡
明
、
情
に
熱
い
性
格
だ
っ
た

市
村
清
は
、
生
涯
に
お
い
て
数
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し
、

幅
広
い
交
友
関
係
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
縁

の
深
か
っ
た
方
々
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
敬
称
略
、
順
不
同　

肩
書
き
は
当
時
の
も
の

市村学校

池田勇人氏（前列中央）を囲む市村学校のメンバー。
2 列目右から 2 人目が市村                              （1953 年）

中曽根康弘氏（前列中央）の国務大臣
入閣祝賀会。前列右端が市村
　　　　　　　　　　     （1959 年頃）
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大河内正敏 理化学研究所 所長

市村に目をとめ、理化学興業株式会社感光紙部長に招へい。市村
は満鉄攻略の成功によって経営者として飛躍するとともに、理研
本社内における地位を確立し、大河内所長の絶対的信頼を獲得。
たびたび衝突したが、市村の最大の理解者でもあった。

フランキー堺 ドラマー、タレント

鍋島　直紹 参議院議員

井深　　大 ソニー社長

上野　十蔵 中外製薬社長

高橋　圭三 アナウンサー

中村メイコ 女優、タレント

神津　善行 作曲家

川俣　克二 日産自動車社長

鹿内　信隆 産経新聞・フジテレビ社長

島津貴子夫妻（貴子さんは元皇族）

小汀　利得 評論家

池田弥三郎 作家・慶應大学教授

水上　達三 三井物産社長

松下幸之助 松下電器産業社長

倉田　主税 日立製作所相談役

南　　喜一 国策パルプ会長

俣野　健輔 飯野海運会長

松山　茂助 サッポロビール会長

太田弁次郎 東邦生命保険相互社長

長谷川才次 時事通信社社長

田中　角栄 郵政大臣

三木　武夫 衆議院議員

佐藤　栄作 通産大臣

今　　東光 作家

山岡　荘八 作家

源氏　鶏太 作家

邱　　永漢 実業家・作家 等

大宅　壮一 評論家

升田　幸三 将棋名人

三原　　修 野球監督

三鬼陽之助 評論家

同僚 辻　　恒彦 理研自動車専務

大河内所長と対立し、辞表を提出した市村をなだめ、理研光学一社に残
ることを進言。これが、理研光学工業として独立する道筋につながる。

恩人
人生最大の恩人。大河内博士との出会いがなかったら、市村の実業家としての
成功はなかったかもしれない

互苦楽会（ごくらくかい）
作家や評論家など、市村が特に親交を
深めたメンバーの集まり

皇室の方々 西銀座デパート、三愛ドリームセンター、リコー三愛ビル
等々の落成式にご臨席を賜る

政治家、実業家、作家、芸能人など
雑誌の対談等で縁を結んだ方々、市村清追悼集に寄稿をくださった方々・・・

銀座三愛発足披露宴にて
高松宮、三笠宮、閑院宮各殿下、
三笠宮、閑院宮両妃殿下はじめ
ご臨席の皆さまと   （後列左から
4 人目が市村、5 人目が幸恵夫人）
　　　　　　　　　　（1946 年）市村と一時期感情的対立があった。

本田宗一郎 本田技研工業社長

宝生　九郎　宝生流十七世宗家

池田　　直 佐賀県知事

中山　汀女 俳人

川上　哲治 野球監督

藤山　一郎 音楽家

石原慎太郎 作家

大鵬　幸喜 横綱

有吉佐和子 作家

山本富士子 女優

森繁　久彌 俳優

ペギー葉山 歌手

ザ・ピーナッツ 歌手

大川　橋蔵 俳優

山崎　豊子 作家

森　　光子 女優

フランク永井 歌手

吉永小百合 女優

作家・石原慎太郎氏と ソニー社長・伊深大氏と

女優・森光子さんと

歌手・ペギー葉山さんと 作家・有吉佐和子さんと

郵政大臣・田中角栄氏と

8

市
村
清

交
遊
録

田中虎三郎 弁護士

父・豊吉の親戚にあたり、幼少から世話になっ
た人物。上海での疑獄事件の際も市村の弁護を
した。

竹崎八十雄 私立大江高等女学校長

熊本での保険外交の最初の加入者。
勧誘のため、毎日のように訪れる市村の人柄に
ほれ、加入を決断。訪問 9 回目、熊本に来てか
ら 69 日目の出来事であった。

吉村　吉郎 富国生命保険　
佐賀代理店店主

江戸時代から続く穀物商「吉村商会」店主で、
保険代理店店主、理研感光紙九州総代理店店主
を兼ねる。市村に感光紙の営業を勧め、代理店
の権利を譲渡。

桜井　季雄 理学博士

理研陽画感光紙の発明者。技術者・桜井と販売
の責任者・市村の協力関係、人間関係が深まる。

風間　銀蔵 共栄貯金銀行本店

上京して共栄貯金銀行本店に勤め出した頃
の同僚。戦後、三愛と明治記念館の経理課
長として入社。市村も信頼を寄せる。

村山　長一 池田回生病院長

佐賀中学の同窓生。市村の生涯の親友であり、
主治医。市村の最期を看取った人物。

親友

池田　勇人 総理大臣

中原　　功 東京急行電鉄秘書

三浦甲子二 朝日新聞記者

坂本　藤良 評論家

野田　一夫 経営コンサルタント

藤森　真生 みすず商会会長
（初代貴乃花後援会副会長）

渡辺　和美 大崎電気工業社長

山崎　富治 山種証券前社長

片山　　豊 マルマン社長

前野　　徹 東急エージェンシー社長

五島　　昇 東京急行電鉄社長

蓬郷　峰保 サンデー毎日記者

岩堀喜之助 平凡出版社社長
（市村学校教頭）

佐治　敬三 サントリー社長

森下　　泰 森下仁丹社長

藤田　一暁 フジタ工業社長

中曽根康弘 国務大臣

中尾　栄一 元通産大臣

能村龍太郎 太陽工業会長

野口　壮吉 富国徴兵保険会社
久留米支部長

父・豊吉の実弟。市村に保険の仕事を勧め
た人物。

今泉　耕吉 東京大学工学部卒

佐賀中学時代の同級生。1962 年から三愛石
油専務、日本リース創立時に副社長に就任。
市村の死後、社長に就任。

石坂　泰三 経団連会長

市村は石坂に私淑、石坂は市村をかわいがっ
た。1961 年、市村から日本リース設立への
協力を懇請される。

松尾　静磨 日本航空社長

佐賀出身の技術者。市村に石油事業への進
出を進言。

大川　　博 東映社長

中央大学の同窓生。銀座に東映会館を建設
する際、市村が尽力した。

親友・恩師
感謝しても感謝しきれない
大事な存在

恩人
人生の転機に大きく関わった人たち

友人 事あるごとに知恵や力を貸してくれた人たち

市村を校長に、若手財界・政界人、作家、ジャーナリストなどを生徒として集う交流会
メンバーは40～50人を数えたこともあった

市村学校の様子、前列右から 2 人目が市村（年代不詳）

柴田　邦輔 三井物産

上海時代からの親友。理研感光紙九州総代理
店時代、金策に苦しんでいる市村に 2000 円
を送って来た。市村はこの時の友情を思い出
すたびに涙した。

親友

岡　　泰雄 千栗八幡神社社掌

塾を開塾。佐賀中学を中退した市村が通い、
その教えに感銘を受ける。晩年は千栗八幡の
宮司として余生を送ったが、社殿の改造に際
し、市村は匿名で大金を寄贈した。

恩師

幼
少
の
頃
か
ら
、
活
発
で
聡
明
、
情
に
熱
い
性
格
だ
っ
た

市
村
清
は
、
生
涯
に
お
い
て
数
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し
、

幅
広
い
交
友
関
係
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
縁

の
深
か
っ
た
方
々
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
敬
称
略
、
順
不
同　

肩
書
き
は
当
時
の
も
の

市村学校

池田勇人氏（前列中央）を囲む市村学校のメンバー。
2 列目右から 2 人目が市村                              （1953 年）

中曽根康弘氏（前列中央）の国務大臣
入閣祝賀会。前列右端が市村
　　　　　　　　　　     （1959 年頃）
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中
国
の
大
東
銀
行
に
赴
任
し
て
い
た
市
村
は
、
身
に
覚
え
の
な
い
横
領
の

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
５
カ
月
間
も
上
海
の
留
置
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

取
り
調
べ
や
拷
問
を
除
け
ば
退
屈
な
中
、妻
の
幸
恵
に
差
し
入
れ
て
も
ら
っ

た
本
を
読
ん
で
過
ご
し
て
い
た
市
村
で
し
た
が
、
同
房
の
男
た
ち
は
暇
を
持

て
余
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
何
か
や
る
こ
と
な
い
か
な
あ
。
将
棋
で
も
や
り
た
い
な
あ
」

　
「
将
棋
か
。
よ
し
、
僕
が
な
ん
と
か
し
よ
う
」

　
〝
木
枕
を
い
く
つ
か
並
べ
れ
ば
将
棋
盤
に
な
る
。
文
字
や
線
を
書
く
墨
は
煙

突
の
す
す
を
水
で
溶
か
せ
ば
い
い
。
問
題
は
駒
だ
な
あ
。
そ
う
だ
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
の
厚
紙
が
使
え
そ
う
だ
“　　

　

工
夫
を
重
ね
て
完
成
し
た
一
組
の
将
棋

道
具
に
皆
大
喜
び
。

　

無
か
ら
有
を
生
み
出
す
こ
と
の
楽
し

さ
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
最
高
の
ア

イ
デ
ア
を
探
す
面
白
さ
を
知
っ
た
こ
の

体
験
は
、
の
ち
の
「
ア
イ
デ
ア
社
長
」
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
も
あ
っ
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

将
棋
の
駒
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

　

中
国
の
大
東
銀
行
が
閉
鎖
し
、
佐
賀
に
戻
っ
た
市

村
は
富
国
徴
兵
保
険
熊
本
支
部
の
外
交
員
と
し
て
働

き
始
め
ま
し
た
。

　

教
師
、
医
者
、
弁
護
士
な
ど
市
内
の
知
識
階
級
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
勧
誘
を
開
始
、
同
じ
家
を
何
度
も

訪
ね
、
訪
問
し
た
家
に
は
手
紙
も
書
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
カ
月
あ
ま
り
頑
張
っ
て
も
契
約
は
１
件
も

ま
と
ま
ら
ず
、
さ
す
が
に
精
根
尽
き
果
て
て
、「
東
京

へ
逃
げ
よ
う
か
」
と
妻
に
弱
音
を
吐
く
ほ
ど
で
し
た
。

　

年
も
押
し
迫
っ
た
12
月
25
日
、「
せ
め
て
大
晦
日
ま

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
妻
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、

竹
崎
と
い
う
女
学
校
校
長
の
家
へ
９
度
目
の
訪
問
を

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
思
い
も
か
け
ず
竹
崎
氏
が
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
「
や
あ
、
来
ま
し
た
ね
。
何
度
も
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
手
紙
も
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は

教
育
者
で
す
が
、
あ
な
た
の
誠
意
あ
ふ
れ
る
態
度
に

私
の
方
が
教
え
ら
れ
ま
し
た
よ
。
今
度
見
え
た
ら
契

約
し
よ
う
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

初
め
て
契
約
が
取
れ
た
そ
の
日
は
熊
本
に
来
て
か

ら
69
日
目
、〝
誠
意
と
努
力
は
人
の
心
を
動
か
す
〞
と

改
め
て
知
っ
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

保
険
の
初
契
約
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
69
日
目

　

１
９
４
５
年
夏
、
終
戦
。

　

戦
後
日
本
の
中
心
は
銀
座
に
な
る
と
確
信
し
た
市

村
は
、
新
店
舗
を
銀
座
４
丁
目
角
に
つ
く
ろ
う
と
、
早

速
土
地
の
確
保
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
土

地
所
有
者
の
一
人
で
あ
っ
た
佐
野
屋
足
袋
店
の
当
主

の
老
未
亡
人
か
ら
拒
否
さ
れ
続
け
、
進
展
が
な
い
ま

ま
に
季
節
は
秋
か
ら
冬
へ
と
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
大
雪
の
日
の
こ
と
。
そ
の
老
未
亡
人
が
一
人

で
事
務
所
に
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
最
後
の
お
断
り
を
す
る
つ
も
り
で
来
ま
し

た
が
、
た
っ
た
今
、
気
持
ち
が
変
わ
り
ま
し
た
。
土

地
は
市
村
さ
ん
に
お
譲
り
し
ま
す
」

　

驚
い
て
訳
を
尋
ね
る
と
、
雪
と
泥
で
汚
れ
た
足
元

を
見
た
受
付
の
女
性
が
履
い
て
い
た
ス
リ
ッ
パ
を
脱

い
で
、「
ど
う
ぞ
履
き
替
え
て
く
だ
さ
い
」
と
自
分
の

前
に
揃
え
て
く
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
「
こ
ん
な
優
し
い
気
遣
い
の
で
き
る
社
員
さ
ん
の
い

る
会
社
な
ら
、
絶
対
信
頼
で
き
る
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

46
年
夏
、
食
料
品
店
「
銀
座
三
愛
」
オ
ー
プ
ン
。

開
店
ま
で
の
軌
跡
に
は
社
員
の
思
い
や
り
も
あ
り
ま

し
た
。

雪
の
日
の
人
情‒

社
員
の
思
い
や
り
が
人
の
心
を
動
か
す

アイデア

粘り強さ

編
集
部
セ
レ
ク
ト

市
村
清
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

セ
ブ
ン

　

波
乱
万
丈
の
市
村
の
人
生
は
、
ど
の
時
代
を
切
り
取
っ
て
も
面
白
い
話
、
感
動

す
る
話
、
あ
り
得
な
い
話
…
…
で
い
っ
ぱ
い
、
ま
さ
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
宝
庫
で
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
「
ア
イ
デ
ア
」「
粘
り
強
さ
」「
人
間
性
」「
不
屈
の
精
神
」

を
ポ
イ
ン
ト
に
編
集
部
が
選
ん
だ
７
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

次
は
『
茨
と
虹
と  

市
村
清
の
生
涯
』（
尾
崎
芳
雄 

著
）
や
市
村
清
の
著
書
等
々
を

読
ん
で
、
創
業
者
の
全
体
像
に
迫
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

挿
絵
：「
ま
ん
が  

市
村
清
物
語
」（
す
ぎ
う
ら
サ
イ
キ
・
画
）
よ
り

※
三
愛
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
中
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戦
後
間
も
な
く
誕
生
し
、
何
で
も
扱
う

店
と
し
て
隆
盛
を
極
め
た「
銀
座
三
愛
」も
、

数
年
後
、
国
内
の
食
料
事
情
が
安
定
す
る

と
経
営
が
悪
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
〝
こ
こ
は
し
っ
か
り
将
来
を
見
据
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
需
要
が
高
ま
る
業

種
に
変
え
な
く
て
は
だ
め
だ
〞

　

あ
る
日
、
若
い
女
性
た
ち
の
お
し
ゃ

べ
り
を
耳
に
し
た
市
村
は
、
消
費
ト
レ

ン
ド
を
調
べ
る
奇
抜
な
方
法
を
思
い
つ
き
、

早
速
、
数
人
の
女
子
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を

集
め
ま
し
た
。

　
「
百
貨
店
の
ト
イ
レ
で
、
女
性
た
ち
の
会

話
を
記
録
し
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
。
き
っ

と
彼
女
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
の
中
に
ヒ
ン

ト
が
あ
る
に
違
い
な

い
か
ら
…
」

　

２
カ
月
後
、
集

ま
っ
た
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
結
果
、
市
村

は
若
い
女
性
た
ち
の

購
買
意
欲
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
確

信
。
そ
れ
ま
で
の
一

切
を
放
棄
し
て
、
女

性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

専
門
店
へ
転
換
す
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
〝
お
し
ゃ
れ
専
門

店
「
銀
座
三
愛
」〞
は
、
連
日
若
い
女
性
客

で
い
っ
ぱ
い
に
。
ま
さ
に
銀
座
の
新
し
い

風
と
な
っ
た
の
で
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
リ
サ
ー
チ
は

〝
百
貨
店
の
ト
イ
レ
〞
で

　

１
９
２
９
年
３
月
、
市
村
は
福
岡
市
郊
外
で
理
研
感
光

紙
九
州
総
代
理
店
「
吉
村
商
会
」
を
開
業
、
初
め
て
自
分

の
店
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夫
婦
力
を
合
わ
せ
て
懸
命

に
働
い
た
結
果
、
売
り
上
げ
を
順
調
に
伸
ば
し
、
わ
ず
か
１

年
後
に
は
福
岡
市
天
神
に
移
転
し
て
、
３
人
の
住
み
込
み
店
員

も
雇
い
入
れ
ま
し
た
。

　

人
を
使
う
立
場
に
な
っ
た
市
村
が
最
初
に
考
え
た
の
は
、
学
歴

も
人
脈
も
な
い
自
分
が
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
は
従
業
員
た
ち
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
は〝
小
僧
〞と
言
わ
れ
て
い
た
店
員
た
ち
を
、市
村
夫
妻
は「
〇
〇

君
」と
君
付
け
で
呼
び
ま
し
た
。
給
料
は
相
場
の
６
割
増
し
で
、３
度
の
食
事
も
皆
揃
っ

て
同
じ
も
の
を
食
べ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
「
従
業
員
は
事
業
の
協
力
者
」「
会
社
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
の
は
経
営
者
と
従
業
員

が
愛
情
に
よ
っ
て
固
く
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
」、
こ
れ
は
終
生
変
わ
る
こ
と
の
な
い
市

村
の
信
念
で
し
た
。

従
業
員
は
事
業
の
協
力
者

　

岡
泰
雄
は
三
養
基
郡
に
あ
っ
た
千ち

栗り
く

八
幡
宮
の
社
掌
で
、
私
塾
の
講
師
も
務
め
て
い

ま
し
た
。
市
村
は
佐
賀
中
学
を
中
退
し
て
郷
里
に
戻
っ
て
か
ら
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
岡

の
塾
に
通
っ
て
お
り
、〝
高
い
気
概
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
れ
ば
、
独
学
で
も
大
成
で

き
る
〞
と
教
え
て
く
れ
た
岡
を
、
生
涯
の
恩
師
と
し
て
敬
愛
し
ま
し
た
。

　

時
が
流
れ
て
、
齢
70
の
晩
年
を
迎
え
た
岡
の
人
生
最
後
の
望
み
は
八
幡
宮
を
県
社
か

ら
国
幣
小
社
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
に
寄
付
を
募
っ
て
回
り
ま

し
た
。

　

市
村
に
も
頼
み
ま
し
た
が
、
自
分
の
よ
う
な
若
造
が
神
の
お
社
に
寄
与
す
る
の
は
と

て
も
お
こ
が
ま
し
い
と
断
ら
れ
、
岡
は
そ
の
意
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
寄
付

金
は
目
標
額
に
達
せ
ず
、
最
後
に
頼
っ
た
の
が
や
は
り
市
村
で
し
た
。

　
「
寄
付
は
い
た
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
今
後
、
私
が
何
か
問
題
を
起
こ
し
た
時
に
神

社
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
匿
名
に
す
る
と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
」

　

１
９
４
０
年
、千
栗
八
幡
宮
は
国
幣
小
社
に
昇
格
。
岡
は
最
後
の
役
目
を
果
た
し
て
、

翌
年
、
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
さ
て
、
誰
も
知
ら
な
い
は
ず
の
密
約
は
…
…
思
い
が

け
な
い
後
日
談
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

恩
師
の
神
社
に
匿
名
の
寄
進

　

１
９
１
９
年
、
念
願
の
上
京
を
果
た
し
た
市

村
で
し
た
が
、
昼
間
は
勤
務
、
夜
は
大
学
、
し

か
も
食
事
代
に
も
事
欠
く
と
い
う
耐
乏
生
活

で
、
精
神
が
不
安
定
に
な
り
、
肺
結
核
を
発
症

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
者
に
は
転
地
療
養
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
余
裕

も
な
く
、
毎
日
、
布
団
に
潜
り
込
ん
で
う
つ
う

つ
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
市
村
を
変
え
た
の
が
、
江
戸
中
期
の

禅
僧
・
白
隠
の
『
夜や

船せ
ん

閑か
ん

話な

』
に
あ
っ
た
言
葉

で
す
。

　
「
人
間
が
病
魔
に
冒
さ
れ
る
の
は
病
気
を
恐

れ
る
か
ら
だ
。
病
気
だ
と
思
い
込
む
か
ら
、
病

菌
に
負
け
て
し
ま
う
。
病
気
に
勝
つ
た
め
に
は

ま
ず
精
神
力
を
旺
盛
に
し
て
病
魔
を
追
っ
払
っ

て
し
ま
う
自
信
を
持
つ
こ
と
が
第
一
で
あ
る
」

　

市
村
は
白
隠
の
流
儀
で
病
気
と
闘
う
と
決
心

し
、
毎
朝
、
寒
中
マ
ラ
ソ
ン
、
冷
水
浴
び
、
乾

布
摩
擦
を
実
行
し
ま
し
た
。〝
血
を
吐
い
て
死

ぬ
か
、
そ
れ
と
も
治
る
か
〞、
ま
さ
に
命
が
け

の
抵
抗
療
法
だ
っ
た
の
で
す
。

　

１
週
間
ほ
ど
続
け
る
う
ち
に
、
３
度
の
食
事

も
進
み
、
夜
も
熟
睡
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、〝
死
な
ず
に
済
ん
だ
〞
と
確
信

し
た
時
、
心
の
苦
悩
か
ら
も
解
放
さ
れ
て
い
る

自
分
を
見
出
し
た
の
で
し
た
。

病
か
ら
の
脱
却

‒

衝
撃
の
抵
抗
療
法

人間性

不屈の精神
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中
国
の
大
東
銀
行
に
赴
任
し
て
い
た
市
村
は
、
身
に
覚
え
の
な
い
横
領
の

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
５
カ
月
間
も
上
海
の
留
置
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

取
り
調
べ
や
拷
問
を
除
け
ば
退
屈
な
中
、妻
の
幸
恵
に
差
し
入
れ
て
も
ら
っ

た
本
を
読
ん
で
過
ご
し
て
い
た
市
村
で
し
た
が
、
同
房
の
男
た
ち
は
暇
を
持

て
余
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
何
か
や
る
こ
と
な
い
か
な
あ
。
将
棋
で
も
や
り
た
い
な
あ
」

　
「
将
棋
か
。
よ
し
、
僕
が
な
ん
と
か
し
よ
う
」

　
〝
木
枕
を
い
く
つ
か
並
べ
れ
ば
将
棋
盤
に
な
る
。
文
字
や
線
を
書
く
墨
は
煙

突
の
す
す
を
水
で
溶
か
せ
ば
い
い
。
問
題
は
駒
だ
な
あ
。
そ
う
だ
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
の
厚
紙
が
使
え
そ
う
だ
“　　

　

工
夫
を
重
ね
て
完
成
し
た
一
組
の
将
棋

道
具
に
皆
大
喜
び
。

　

無
か
ら
有
を
生
み
出
す
こ
と
の
楽
し

さ
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
最
高
の
ア

イ
デ
ア
を
探
す
面
白
さ
を
知
っ
た
こ
の

体
験
は
、
の
ち
の
「
ア
イ
デ
ア
社
長
」
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
も
あ
っ
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

将
棋
の
駒
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

　

中
国
の
大
東
銀
行
が
閉
鎖
し
、
佐
賀
に
戻
っ
た
市

村
は
富
国
徴
兵
保
険
熊
本
支
部
の
外
交
員
と
し
て
働

き
始
め
ま
し
た
。

　

教
師
、
医
者
、
弁
護
士
な
ど
市
内
の
知
識
階
級
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
勧
誘
を
開
始
、
同
じ
家
を
何
度
も

訪
ね
、
訪
問
し
た
家
に
は
手
紙
も
書
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
カ
月
あ
ま
り
頑
張
っ
て
も
契
約
は
１
件
も

ま
と
ま
ら
ず
、
さ
す
が
に
精
根
尽
き
果
て
て
、「
東
京

へ
逃
げ
よ
う
か
」
と
妻
に
弱
音
を
吐
く
ほ
ど
で
し
た
。

　

年
も
押
し
迫
っ
た
12
月
25
日
、「
せ
め
て
大
晦
日
ま

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
妻
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、

竹
崎
と
い
う
女
学
校
校
長
の
家
へ
９
度
目
の
訪
問
を

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
思
い
も
か
け
ず
竹
崎
氏
が
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
「
や
あ
、
来
ま
し
た
ね
。
何
度
も
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
手
紙
も
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は

教
育
者
で
す
が
、
あ
な
た
の
誠
意
あ
ふ
れ
る
態
度
に

私
の
方
が
教
え
ら
れ
ま
し
た
よ
。
今
度
見
え
た
ら
契

約
し
よ
う
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

初
め
て
契
約
が
取
れ
た
そ
の
日
は
熊
本
に
来
て
か

ら
69
日
目
、〝
誠
意
と
努
力
は
人
の
心
を
動
か
す
〞
と

改
め
て
知
っ
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

保
険
の
初
契
約
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
69
日
目

　

１
９
４
５
年
夏
、
終
戦
。

　

戦
後
日
本
の
中
心
は
銀
座
に
な
る
と
確
信
し
た
市

村
は
、
新
店
舗
を
銀
座
４
丁
目
角
に
つ
く
ろ
う
と
、
早

速
土
地
の
確
保
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
土

地
所
有
者
の
一
人
で
あ
っ
た
佐
野
屋
足
袋
店
の
当
主

の
老
未
亡
人
か
ら
拒
否
さ
れ
続
け
、
進
展
が
な
い
ま

ま
に
季
節
は
秋
か
ら
冬
へ
と
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
大
雪
の
日
の
こ
と
。
そ
の
老
未
亡
人
が
一
人

で
事
務
所
に
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
最
後
の
お
断
り
を
す
る
つ
も
り
で
来
ま
し

た
が
、
た
っ
た
今
、
気
持
ち
が
変
わ
り
ま
し
た
。
土

地
は
市
村
さ
ん
に
お
譲
り
し
ま
す
」

　

驚
い
て
訳
を
尋
ね
る
と
、
雪
と
泥
で
汚
れ
た
足
元

を
見
た
受
付
の
女
性
が
履
い
て
い
た
ス
リ
ッ
パ
を
脱

い
で
、「
ど
う
ぞ
履
き
替
え
て
く
だ
さ
い
」
と
自
分
の

前
に
揃
え
て
く
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
「
こ
ん
な
優
し
い
気
遣
い
の
で
き
る
社
員
さ
ん
の
い

る
会
社
な
ら
、
絶
対
信
頼
で
き
る
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

46
年
夏
、
食
料
品
店
「
銀
座
三
愛
」
オ
ー
プ
ン
。

開
店
ま
で
の
軌
跡
に
は
社
員
の
思
い
や
り
も
あ
り
ま

し
た
。

雪
の
日
の
人
情‒

社
員
の
思
い
や
り
が
人
の
心
を
動
か
す

アイデア

粘り強さ

編
集
部
セ
レ
ク
ト

市
村
清
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

セ
ブ
ン

　

波
乱
万
丈
の
市
村
の
人
生
は
、
ど
の
時
代
を
切
り
取
っ
て
も
面
白
い
話
、
感
動

す
る
話
、
あ
り
得
な
い
話
…
…
で
い
っ
ぱ
い
、
ま
さ
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
宝
庫
で
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
「
ア
イ
デ
ア
」「
粘
り
強
さ
」「
人
間
性
」「
不
屈
の
精
神
」

を
ポ
イ
ン
ト
に
編
集
部
が
選
ん
だ
７
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

次
は
『
茨
と
虹
と  

市
村
清
の
生
涯
』（
尾
崎
芳
雄 

著
）
や
市
村
清
の
著
書
等
々
を

読
ん
で
、
創
業
者
の
全
体
像
に
迫
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

挿
絵
：「
ま
ん
が  

市
村
清
物
語
」（
す
ぎ
う
ら
サ
イ
キ
・
画
）
よ
り

※
三
愛
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
中
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『市村 清  生誕 125 年』の記念ロゴ
　三愛会では、「市村清生誕 125 年・記念ロゴタイプ」を制作しま
した。市村のシルエットを配したデザインで、今年 1 年、本誌や
三愛会ホームページなどいろいろな場面で活用してまいります。
　三愛会会員各社および三愛会各支部にて、本年中に実施される
“ 市村清顕彰活動 ” でもぜひご活用ください。
　※ロゴデータをご希望の場合は三愛会までご連絡ください。

　市村の波乱万丈な人生を特集してきましたが、いかがでしたか。中には “初めて知った！ ”というエピソードもあった
かもしれませんし、“これくらい知ってて当然 !!” という超マニアな市村ファンも…?!
　そこで、皆さんの “市村ファン度 ”がどれくらいか、『市村清クイズ』に挑戦してみませんか。
　回答は読者アンケートから受け付けています。全問正解の方には、市村清に関連するプレゼントが届くかも…?!
　正解は次号で発表します。
 　※ 三愛会ホームページ内にもヒントが隠れているかも！

　　　　　　　読者アンケート　https://jp.surveymonkey.com/r/SAN-AI174

結核に侵されていた市村を病院へ連れて行き、
命を救った姉の名前は？
① チト　　② タイ　　③ 静代

Q 2 理化学興業㈱感光紙部長に就任後、古参の部長と
衝突し、“無策の策 ”と連日通った店の名前は？
① サロン春　　② サロン夏　　③ サロン冬

Q 3

亡き社員たちを偲んで 1944年に開催された
「第 1回 物故社員合同慰霊法要」の会場は？
① 明治神宮　　② 増上寺　　③ 築地本願寺

Q 4 戦後間も無く食料品を中心にスタートした雑貨店
“三愛 ”が、大赤字を出した商品は？
① 塩さけ　　② 干物　　③ お米

Q 5

1951 年、日本の民間航空機の航行が許可され、
日本航空一番機に市村も搭乗。その行き先は？
① 大阪　　② 福岡　　③ 札幌

Q 6 市村が初めて書いたラブレターの仲介役を頼んだ
のは誰？
① 岡 泰雄　　② 多々良貞雄　　③ 村山長一

Q 7

市村が愛用していた時計は？
① ダイナミック・オート 33
② ハミルトン・リコー エレクトリック
③ リコー・ダイナミックワイド

Q 8 市村と妻・幸恵の共通の趣味で、しばしば社員た
ちにも披露されたのは何？
① 日本舞踊　　② 三味線　　③ 能（謡曲）

Q 9

佐賀の市村記念体育館に設置されている市村清の
銅像はどれ？　　　　　　　　　　　　　　　　　① 　　　　　　　　② 　　　　　　　　③ 　　

Q 10

市村清が生まれ育った佐賀の家はどれ？
①　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　　　　　　

Q 1

あなたはどれくらい
“市村 清 ” を
知っていますか？



Group Information

リコー
CVC ファンドがスタートアップ企業への投資を本格化
　2023 年 11 月にコーポレートベンチャーキャピタル（CVC）ファンド「RICOH 
Innovation Fund」を設立後、これまで約 330 社のスタートアップ企業と面談を
行い、そのうち約 40 社と秘密保持契約を締結。デューデリジェンス（投資対象
企業としての適性の精査）を行い、スタートアップ企業への投資を本格化してい
ます。
　当ファンドによる投資の狙いには、リコーグループが現在行っている事業との
シナジーを重視し、比較的直近の事業貢献を狙うパターンと、将来の事業創出・
イノベーションへの種まきの位置づけのパターンの 2つがあります。また、ファ
ンドの投資対象は、デジタルサービスと ESGに資する領域を対象としており、「創
造力発揮の支援」「ワークプレイスエクスペリエンス」「デジタルインクルージョ
ン」「脱炭素 / 循環型社会」の 4つのテーマに分類しています。さらにテーマご
とに注目領域を設け、積極的な探索活動を継続しています。

左から、リコーイノベーションファンドチー
ムの経営企画センター西中さん、伴野さん、
縫部さん

リコーインダストリアルソリューションズ／リコー IT ソリューションズ／リコージャパン
「梨香会」が、秋の鳥取砂丘一斉清掃に参加
　鳥取市内にあるリコーグループの 3つの事業所によって構成される
「梨香会」（リコー会）が、10 月 6 日に行われた秋の鳥取砂丘一斉清
掃に参加しました。
　「梨香会」は、鳥取市内にリコーグループの会社の事業所が 3つあ
ることから、1990 年に発足。リコーインダストリアルソリューショ
ンズ、リコー IT ソリューションズ、リコージャパンで、相互に密な連
絡を取ることで意思疎通や親睦を図り、地域社会貢献とリコーグルー
プのイメージアップに努めることを目的に活動しています。「梨香会」
という名称は、鳥取県の名産品が「梨」であることに由来するものです。
　鳥取砂丘一斉清掃は、砂丘の美しい自然を守るために、1980 年か
ら春と秋の年 2回行われています。今秋から、ハロウィンの仮装で楽
しみながらの清掃を推奨しており、仮装して参加したメンバーもちら
ほら。当日は 3事業所の社員とその家族、合わせて 67 名が、残暑の
続く秋晴れのもと、海岸の一斉清掃に汗を流しました。

鳥取砂丘一斉清掃に参加した「梨香会」の皆さんとそのご
家族

リコー
卓球部が創部 66年目で「全日本実業団卓球選手権大会」初優勝！

実業団日本一となった卓球部の皆さん
　　　　　　　　　　　　　（写真提供：卓球王国）

　卓球の実業団日本一を決める「第 74 回全日本実業団卓球選手権大会」が、
9月 19 日～ 22 日に「サイデン化学アリーナさいたま」で開催され、リコー
が大会初優勝！創部 66 年目で実業団日本一という初の栄冠に輝きました。
　1951 年から開催されている同大会 は、全国の企業や市役所の卓球部の日
本一を決める大会です。前期日本リーグで 7位だったリコーは、厳しい戦
いが予想されましたが、持ち前の爆発力で度重なる接戦をくぐり抜け、悲願
の初優勝を果たしました。準々決勝では前回王者の日鉄物流ブレイザーズを
3対 2で振り切り、準決勝に進出。クローバー歯科カスピッズとの準決勝は、
トップで山本選手が相手エースを大激戦の末に下した勢いをそのままにス
トレートで快勝。決勝の相手のファーストは、メダリストや元日本代表のプ
ロ軍団。最後まで勝敗の予測がつかない大激戦となりましたが、3対 2で見
事に勝利し、創部 66 年の歴史に新たな栄光を刻みました。
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Group Information

リコー
市村自然塾 関東  令和 6年度の塾生が卒塾しました

　リコー三愛グループ創業者・市村清の生誕 100 年を記念して
設立された「市村自然塾  関東」（神奈川県足柄上郡）では、令
和 6年度の塾生（第 23 期生）32 名が全 18 ステージの活動を無
事に終え、11 月 24 日に卒塾式を迎えました。
　卒塾式では、保護者やリコーの大山社長をはじめとする来賓
の皆さまが見守る中、塾生たちが困難を乗り越えながら得た学
びや成長への感謝を述べるとともに、今後のさらなる成長を誓
いました。
　市村自然塾  関東では、「自然塾ファミリー構想」の一環として、
この活動に賛同し応援してくださる「賛助会員」を募集してい
ます。詳しくは、市村自然塾  関東のWebサイトをご覧ください。
　https://www.szj.jp/

リコー
「日経 SDGs 経営大賞」で「プライムシート企業」に認定
　リコーは、日本経済新聞社が実施する 2024 年度「日経サステナブル
総合調査 SDGs 経営編」において、6年連続で最上位の「星 5（偏差値
70 以上）」を獲得しました。また、「日経 SDGs 経営大賞」では今年から
新設された「プライムシート企業」に選出され、SDGs の優れた取り組
みで高い評価を続けている企業として認定されました。
　11月 26 日に都内で授賞式が行われ、リコーの大山晃社長は受賞スピー
チで「プライムシート企業という栄誉ある認定を頂戴し、大変光栄に思
うとともに、日々取り組みを推進してきてくれた社員を誇りに感じてい
ます。今後もはたらく人を取り巻く社会課題をデジタルの力で解決し、
はたらく人の生み出す力を支え、社員一人ひとりが活躍する多様性あふ
れる組織風土を土台に、常に進化し続けてまいります」と話しました。

表彰式の様子。日本経済新聞社 代表取締役社長 長谷部
剛氏（左）とリコー大山晃社長

リコー
将棋部が内閣総理大臣杯連覇！
　11 月 4日、東京体育館で「第 126 回職域団体対抗将棋大会」が開催され、リコー
将棋部から出場した「リコー（１）」チームが最上位クラスの S級で優勝し、内
閣総理大臣杯連覇を果たしました。
　毎年春と秋に行われる「職域団体対抗将棋大会」は、同一職場から 5人でチー
ムを組み、Sから Fまで 7つのクラスに分かれて戦い、将棋の企業日本一を決定
する大会です。今大会には 408 チームが出場し、リコーは 12 チームからなる最
上位クラスの S級に 3つのチームが参加。「リコー（１）」は予選リーグを危なげ
なく 3連勝で通過すると、準決勝では優勝候補の「富士通（１）」と対戦。苦し
い展開の対局が続く中、持ち前の粘り強さを発揮し 4 -1 で勝利。決勝では、「富
士通（２）」を相手に 4 -1 と快勝し、春の大会に続く連覇を達成しました。
　今回の優勝を受けて、3月に開催予定の日本選手権（社会人日本一と学生日本
一による優勝決定戦）に出場することが決まりました。

ご来賓やスタッフと一緒に「はい、チーズ！」。みんな、いい笑顔
です！

  優勝した「リコー（1）」チームの皆さん

14



Group Information

リコークリエイティブサービス
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〈お問い合わせ先〉
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三愛オブリガス三神
佐賀県上峰町の「合同会社つばきまちづくりプロジェクト」と協定を締結
　三愛オブリガス三神は、2024 年 9 月、佐賀県三養基郡上峰町の中心
市街地活性化事業を担う「合同会社つばきまちづくりプロジェクト」の
共同事業パートナーとして、カーボンニュートラル LPG（CNLPG) を関
連施設に供給することになり、「カーボンニュートラル LPG 供給の実施
に関する連携協定」を締結しました。
　CNLPG は、LPG の供給および燃焼の過程で発生する温室効果ガスを、
世界各地で行われている環境保全プロジェクトで得られたカーボンクレ
ジット（排出権）で相殺（カーボン・オフセット）し、LPG使用による
CO2 排出を実質ゼロにするものです。今回、上峰町と三愛オブリガス
三神が共同でこの CNLPG を導入することは、地域社会への貢献とカー
ボンニュートラルの実現に向けた活動につながっています。
　三愛オブリグループは、これからも人々の生活と産業を支えるパート
ナーとなることを目指してまいります。

「合同会社つばきまちづくりプロジェクト」協定の締結式
の様子。上峰町町長 武廣勇平氏（左）と三愛オブリガス
三神  平野嘉孝社長

リコーリース
非化石証書代理購入サービスの提供

リコーエレメックス
地元 FMラジオ局が「リコーえなの森」を取材
　11 月 18 日、リコーエレメックス恵那事業所（岐阜県恵那市）の敷地内にあ
る「リコーえなの森」が地元のラジオ局「FMGIFU」から取材を受けました。
　当日は同局の帯番組「MORNING SPLASH」のパーソナリティーが当社を訪問。
NGO法人「リコーえなの森中山道里山協議会」の事務局を務める曽我広英さ
ん（恵那総務G）が森林内を散策しながら森の概要を説明した後、収録がスター
トしました。
　収録は森林内で行われ、風に揺れる葉の音や鳥のさえずりを BGMに、森づ
くりのきっかけ、森の特徴、普段の活動や今後の展望といった、番組パーソナ
リティーからの質問に、曽我さんがそれぞれ答えていく形で進みました。
　番組パーソナリティーはリコーえなの森の取り組みにとても共感したよう
で、別コーナーへの登場の打診を受けるなど、今後につながる収録となりま
した。なお、インタビューの様子は 11 月 22 日の同番組内で紹介されました。

　リコーリースは、500 サイト以上の太陽光発電所を保
有しており、自社太陽光発電所由来の非化石証書※を購入
し、自社オフィスの 2022 年度電力使用分を再生可能エネ
ルギー（以下、再エネ）化しました。そのノウハウを活
用し、2023 年 8 月には当社が需要家に代わり非化石証書
の購入手続きを行う「非化石証書代理購入サービス」を
開始しております。
　近年、企業において再エネ由来の電気のニーズが高まっ

ていますが、非化石証書を活用することで電力プランを
継続したまま、使用電力を実質的に再エネ化することが
可能となります。2024 年 11 月にも大手製薬会社向けに
非化石証書の代理購入を行っており、今後もさまざまな
企業の脱炭素経営の支援を行ってまいります。

（※）非化石証書とは、非化石電源（化石燃料を使用せずに発電
する電源）由来の電気が持つ環境価値を電気自体の価値と
区別し証書化したもの。

番組パーソナリティーの質問に答える曽我さん（左）
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　リコー三愛グループ創業者・市村清の生誕
125 年を迎える今年、三愛会ではこの 1 年を特
別な期間として、生誕 125 年記念施策を展開し
てまいります。
　記念ロゴマークの制作に続いて、三愛会ホー
ムページに『市村清生誕 125 年』の特設サイト
を開設しました。
　ここでは、市村清の 68 年の生涯を振り返り、
手掛けた事業や今もなお人々に影響を与え続
け、残したレガシーの数々を紹介。生誕 125 年
にふさわしい内容に仕上がっています。
　さらに、市村清の名言・至言を日替わりで紹
介していた「今日のひとこと～市村清の訓え～」
も全編公開しましたので、ぜひご覧ください。

　URL
　・125 年ページ
　　https://san-ai-kai.jp/ichimura/125th
　・訓え
　　https://san-ai-kai.jp/ichimura/saying

三愛会プラザ

三愛会・創業者市村清顕彰活動　その1
『市村清生誕 125 年』特設サイト・オープン

　エフエム佐賀では、1 月から新番組「市村清 人柄に迫る 13 のエピソード」を
放送しています。
　番組では市村夫妻が昔を懐かしみ市村のエピソードを回顧します。全 13 話の
エピソードをお楽しみください。
　
　■放送日時　毎週火曜日　15：55 ～ 16：00（計 13 回）
　　　　　　　再放送は毎週日曜日 10：55 ～ 11：00
　■放送期間　2025 年 1 月 7 日（火）～ 4 月 1 日（火）まで
　　インターネット・スマホアプリ「radiko」でも聴くことができます。
　
　放送データは三愛会ホームページでも定期的に公開していますので、こちらも
お聴きください。
　　「市村清 人柄に迫る 13のエピソード」
　 　https://www.san-ai-kai.jp/ichimura/gallery.html

三愛会・創業者市村清顕彰活動　その2
エフエム佐賀・特別企画
リコー三愛グループ三愛会 presents「市村清 人柄に迫る 13のエピソード」を放送中！
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　2024 年の「愛の手募金強化期間」は、グループ社員の皆さま
のご協力により昨年末に無事終了いたしました。
　昨年は募金活動推進のため、愛の手委員会 山下会長のビデオ
レターを作成し、三愛会ホームページで公開するなど活動を盛
り上げました。
　皆さまから寄せられたご厚志は、12 月に年末プレゼントとし
て 920 万円を遺児、重度の障がいを持つお子さんたち 92 人（10 
万円／人）に贈ることができました。
　ご協力くださった社員の皆さまお一人おひとりに感謝してご
報告いたします。
　また、この春に小・中・高校へ入学（進学）するお子さんたちには、
入進学プレゼントを贈る予定です。

三愛会プラザ

リコージャパン笠井社長（左から 4 人目）はじめ役員一同

　三愛会では、リコー三愛グ
ループ創業者・市村清の墓参を
東京都港区元麻布の賢崇寺にて
年 4 回実施しています。9 月 19
日に秋の墓参を、祥月命日の墓
参を 12 月 16 日に行いました。
　さらに 2025 年の仕事始めと
なる 1 月 6 日は、リコージャパ
ン笠井社長はじめリコージャパ
ンの役員の皆さんが新年の墓参
を行いました。 祥月命日の墓参

創業者墓参

　11 月 16 日、市村清が佐賀県に寄贈した市村記念体育館を
未来へつなげるためのイベント「ICHIMURA Future Design 
Meeting」が佐賀県主催で開催されました。
　
　当日は穏やかな天気に恵まれ、体育館の歴史や未来のイ
メージのパネル展示や、識者による公開会議のほか、体育館
の設計を手掛けた坂倉建築研究所の案内による現地見学会を
実施。市村記念体育館の魅力を再認識する機会となりました。

佐賀県主催「ICHIMURA Future Design Meeting」を開催

パネル展示 公開会議 アルバム等資料公開エリア

「愛の手募金」のご報告と御礼

現地見学会の様子
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北海道支部
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　1 月 8 日、明治記念館にて
東京支部 13 社 102 名の役員幹
部の方々が参加して新年を祝
いました。

東京支部
サマービアパーティー開催
　9 月 6 日、ニュートーキョー数寄屋橋本店
にてサマービアパーティーが開催され 9 社
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三愛会プラザ

愛の手募金を贈る北海道支部 国松支部長（左）余興の様子

挨拶する東京支部長のリコージャパン
笠井社長

年男・年女の皆さん
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　今号の “ 特集：市村清生誕 125 年 ” を作成するにあたり、過去の会誌など
も読み返したのですが、自他ともに認める (?)  “ 市村通 ” の私でも知らなかっ
た市村の一面やエピソードがいくつも見つかり、波乱万丈の 68 年の人生を
あっという間に駆け抜けたんだな、と改めて実感しました。
　読者の皆さんへ、市村の知られざる一面を知っていただくために『難問・
市村清クイズ』を企画しました。はたして全問正解となる “ 市村マニア ” が何
人いるか…？これは、私からの “ 挑戦状 ” でもありますので、ぜひチャレンジ
してください。（正解発表は次号で、どうぞお楽しみに !） （E 子）

三愛会カレンダー 〈2025 年 2 月～ 7 月〉

　　　　　　　　　　※ 2025 年 1 月 10 日現在

三愛会全体
  3 月　春彼岸 墓参
　　　 リコー三愛グループ案内（2025）発行
  5 月　愛の手委員会
  6 月　市村清ゆかりの地を巡る 佐賀ツアー開催  
  7 月　 盂蘭盆会 墓参
   　　   『三愛会会誌』175 号発行
支部
  2 月　近畿支部総会（予定）
  4 月　東京支部総会（予定）

●「創業者・市村清物語」
＊終戦後すぐに社員が情報を得るためのツールとして機関誌を発行していたなんて、市
村さんじゃないと実現できていなかったと思います。 （リコージャパン）

＊今では紙の社内報を発行している所も少ないと思いますが、当時はこれが最先端だっ
たのでしょうね。 （リコー）

●特集：『三愛会会誌』1954 年の復刊から 70年のあゆみ
＊“広告第１号”のページが面白かった。もっと他の会社の広告とか、広告の変遷とか
も見てみたかった。 （リコージャパン）

＊市村さんと同じくらいの歴史があることに驚きました。過去の内容がどんなものか興
味が湧きました。 （リコー）

『三愛会会誌 173 号』へのWebアンケートに多くの方からご意見・
ご感想をいただきました。ご協力ありがとうございました。アン
ケートの中から一部ご紹介します。

読者の声

後編 記集

三愛会プラザ

『三愛会会誌』　編集委員

星
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谷
や
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み

倉
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こ

竹
たけ

田
だ

千
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（リコー）

（リコーエレメックス）

（三愛オブリ）

（リコーリース）

（リコークリエイティブサービス）

本誌に掲載されている個人情報をグループ誌としての目的以外に利用、または第三者に提供することを固く禁じます。

三愛会会員会社の皆さまに、本誌の満足度と今後について、Web アンケート調査を実施します。
パソコンやスマートフォンで、下記 QR コードまたはアドレスにアクセスして、アンケートにご回答ください。

　https://jp.surveymonkey.com/r/SAN-AI174
　  アンケート＆市村清クイズ  実施期間 　　2 月 1日（土）～  3 月 31 日（月）

三愛会会誌・Webアンケートの実施 より良い紙面づくりにご協力ください

  （p.12） 回答は下記読者アンケートのWebサイトからお送りください

「三愛会社友会」はリコー三愛グループ出身者の OB 会です。現在、約 550 人の会員がサークル活動やイベントを
いきいきと楽しんでいます。ぜひあなたも社友会に入会して、シニアライフを楽しく過ごしてみませんか？

　　■入会資格：三愛会会員会社の定年退職者（20 年以上勤続もしくは会員 2 名以上の推薦）
　　■入会金：3,000 円　　　■年会費：3,000 円 （7 月以降入会は、当年度会費 1,500 円）
　　■入会方法：各社人事総務ご担当者、または三愛会社友会（070-4418-0126）へお問い合わせください。

社友会の 12サークル
● 散策　  ● ハイキング　  ● ゴルフ　  ● テニス　  ● スキー　  ● 健康麻雀　  ● 囲碁・将棋　  ● 俳句　  ● 尺八　  ● カメラ　  ● スケッチ画 

ゴルフサークル
リコー三愛ゴルフ・秋大会（2024.10）

散策サークル
東京スカイツリー（2024.10）

ハイキングサークル
立山（奥大日岳・別山）（2024.8）

「三愛会社友会」（リコー三愛グループOB会）入会のご案内

＊後日、三愛会がランダムに抽出した三愛会会員各社社員の方々にも本アンケートのお願い
をメールで送らせていただく予定ですので、ご協力をよろしくお願いいたします。
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リコー三愛グループ

三愛会会員会社一覧 本社のみ掲載　41社・団体　太字は三愛会・常任理事会社
（2025年1月10日現在）

会社（団体）名 所在地　※ビル名は省略 電話番号 事　業　内　容
三愛会 東京都大田区中馬込1-3-6 050-3534-3401 会員会社・社員の福利厚生・親睦・文化活動等

リコーグループ

㈱リコー 東京都大田区中馬込1-3-6 03-3777-8111 デジタルサービス、デジタルプロダクツ、グラフィックコミュニケーションズ、インダス
トリアルソリューションズ、及びその他において、開発、生産、販売、サービスの提供

リコージャパン㈱ 東京都港区芝3-8-2 050-3534-0800 さまざまな業種におけるお客様の経営課題の解決を支援する各種ソリューションの提供

迫リコー㈱ 宮城県登米市迫町佐沼字北散田86 0220-22-4431 OA機器製造、精密金属部品の工法開発から製造

リコーインダストリー㈱ 神奈川県厚木市下荻野1005 046-243-1210 事務機器、光学機器、印刷機器、機械装置等と これらの消耗品の製造ならびに販売など

エトリア㈱ 神奈川県横浜市西区高島1-2-5 050-3814-7000 事務機器・産業機器・光学機器及びその周辺機器・消耗品等の開発・生産・販売等

リコークリエイティブサービス㈱ 東京都大田区中馬込1-3-6 03-3777-2685 事業所運営事業、厚生支援事業、ビジネス支援事業など

リコーインダストリアルソリューションズ㈱ 東京都大田区中馬込1-3-6 050-3817-3333 精密機器、製造・検査装置、材料・部品、ソフトウエア・システム等の開発、設計、製造、販売、サービス

リコー ITソリューションズ㈱ 神奈川県横浜市都筑区新栄町16-1 050-3817-3900 ソリューションサービス事業、リコーグループ社内ITシステム事業

リコーテクノリサーチ㈱ 神奈川県海老名市泉2-7-1 046-292-5372 特許調査・外国出願（米欧中韓の翻訳）・特許管理

リコーデジタルペインティング㈱ 東京都町田市小山町800-5 042-751-6110 プリンター、インク／塗料の開発・製造・販売

リコーエスポアール㈱ 神奈川県厚木市下荻野1005 046-243-1590 アフターサービス用部品の包装、梱包業務、部品の組み立て、リサイクル業務など

三愛オブリグループ
三愛オブリ㈱ 東京都千代田区大手町2-3-2 03-6880-3100 石油製品およびＬＰガス等の販売、航空燃料取扱業

キグナス石油㈱ 東京都千代田区大手町2-3-2 03-5204-1600 石油類、石油化学製品の売買

佐賀ガス㈱ 佐賀県佐賀市兵庫町大字西渕1996 0952-30-6161 都市ガス供給事業、ガス器具等の小売販売

三愛リテールサービス㈱ 東京都品川区東大井5-22-5 03-6810-3900 石油製品等の販売

三愛オブリガス東日本㈱ 東京都品川区東大井5-22-5 03-6864-1833 LPガス・ガス器具等卸売・小売販売など

三愛オブリテック㈱ 東京都品川区東大井5-22-5 03-6864-1850 CT事業、建設事業

三愛オブリガス九州㈱ 福岡県福岡市博多区冷泉町5-32 092-291-1731 LPガス・ガス器具等卸売・小売販売など

三愛オブリガス中国㈱ 岡山県倉敷市中庄2230-7 086-461-0160 LPガス・ガス器具等卸売・小売販売など

三愛オブリガスサービス中国㈱ 岡山県倉敷市中庄2230-7 086-461-0164 LPガスの配送・充填

三愛オブリガス三神㈱ 佐賀県神埼市神埼町本堀3003-6 0952-53-1221 LPガス・ガス器具等の小売販売、建設業

三愛オブリガスサービス九州㈱ 福岡県福岡市博多区冷泉町5-32 092-291-1750 LPガスの配送・充填

三愛オブリカスタマーサービス㈱ 高知県高知市本町4-2-52 088-888-7200 石油関連製品等の受発注業

 ㈱トスプロ 佐賀県鳥栖市儀徳町2927-1 0942-83-3059 LPガス・ガス器具等の小売販売

リコーエレメックスグループ
リコーエレメックス㈱ 愛知県岡崎市井田町3-69 0564-23-5111 精密加工部品、産業機器、OA機器関連等の製造・販売

リコーエレメックスエーティー㈱ 岐阜県恵那市長島町中野1218-2 0573-25-8524 精密加工部品等の製造・販売

リコーリースグループ
リコーリース㈱ 東京都港区東新橋1-5-2 03-6204-0700 リース＆ファイナンス事業、サービス事業、インベストメント事業

テクノレント㈱ 東京都港区東新橋1-5-2 03-6863-2700 各種計測器、IT機器のレンタル、計測・機器点検等の受託技術サービス、各種機器の販売など

その他の会社・団体
 ㈱サガテレビ 佐賀県佐賀市城内1-6-10 0952-23-9111 放送法に基づく放送事業、メディア事業、その他の放送関連事業

 ㈱西銀座デパート 東京都中央区銀座4-1先 03-3566-4008 不動産賃貸業及び商業施設運営管理

 ㈱エフエム佐賀 佐賀県佐賀市本庄町大字袋286-5 0952-25-7790 放送法に基づく超短波放送事業、その他の放送関連事業

瀬の本高原リゾート㈱ 熊本県阿蘇郡南小国町満願寺5621-7 0967-44-0513 観光ホテル、ドライブイン等の運営

日清紡マイクロデバイス㈱ 東京都中央区日本橋横山町3番10号 03-5642-8222 電子デバイス製品・マイクロ波製品の設計および製造・販売

SBSリコーロジスティクス㈱ 東京都新宿区西新宿8-17-1 03-6772-8202 国内物流、国際物流に関するトータルソリューション事業

SBS三愛ロジスティクス㈱ 東京都新宿区西新宿8-17-1 03-6772-8203 地域における物流トータルソリューション事業

㈱オプトル 神奈川県横浜市都筑区新栄町16-1 045-286-5112 ADAS向け車載カメラやHUD部品、プロジェクターレンズ、光学デバ
イスの企画・開発・製造・販売とそれらを使用したサービスの提供

佐星醤油㈱ 佐賀県佐賀市唐人1-1-16 0952-23-4624 醤油製造業、駐車場業、保険代理業

リコー三愛グループ健康保険組合 東京都品川区南品川6-11-6 03-3740-4881 加入会社社員・家族の医療給付と保険事業

公益財団法人  市村清新技術財団 東京都大田区北馬込1-26-10 03-3775-2021 新技術開発助成、市村賞贈呈、植物研究助成、少年少女創造性育成、地球環境研究助成、市村賞受賞記念フォーラム

リコーグループ福祉会 東京都大田区中馬込1-3-6 03-3777-4278 リコーグループ各社への共済事業
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たのでしょうね。 （リコー）

●特集：『三愛会会誌』1954 年の復刊から 70年のあゆみ
＊“広告第１号”のページが面白かった。もっと他の会社の広告とか、広告の変遷とか
も見てみたかった。 （リコージャパン）

＊市村さんと同じくらいの歴史があることに驚きました。過去の内容がどんなものか興
味が湧きました。 （リコー）

『三愛会会誌 173 号』へのWebアンケートに多くの方からご意見・
ご感想をいただきました。ご協力ありがとうございました。アン
ケートの中から一部ご紹介します。

読者の声

後編 記集

三愛会プラザ

『三愛会会誌』　編集委員
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（リコー）

（リコーエレメックス）

（三愛オブリ）

（リコーリース）

（リコークリエイティブサービス）

本誌に掲載されている個人情報をグループ誌としての目的以外に利用、または第三者に提供することを固く禁じます。

三愛会会員会社の皆さまに、本誌の満足度と今後について、Web アンケート調査を実施します。
パソコンやスマートフォンで、下記 QR コードまたはアドレスにアクセスして、アンケートにご回答ください。

　https://jp.surveymonkey.com/r/SAN-AI174
　  アンケート＆市村清クイズ  実施期間 　　2 月 1日（土）～  3 月 31 日（月）

三愛会会誌・Webアンケートの実施 より良い紙面づくりにご協力ください

  （p.12） 回答は下記読者アンケートのWebサイトからお送りください

「三愛会社友会」はリコー三愛グループ出身者の OB 会です。現在、約 550 人の会員がサークル活動やイベントを
いきいきと楽しんでいます。ぜひあなたも社友会に入会して、シニアライフを楽しく過ごしてみませんか？

　　■入会資格：三愛会会員会社の定年退職者（20 年以上勤続もしくは会員 2 名以上の推薦）
　　■入会金：3,000 円　　　■年会費：3,000 円 （7 月以降入会は、当年度会費 1,500 円）
　　■入会方法：各社人事総務ご担当者、または三愛会社友会（070-4418-0126）へお問い合わせください。

社友会の 12サークル
● 散策　  ● ハイキング　  ● ゴルフ　  ● テニス　  ● スキー　  ● 健康麻雀　  ● 囲碁・将棋　  ● 俳句　  ● 尺八　  ● カメラ　  ● スケッチ画 

ゴルフサークル
リコー三愛ゴルフ・秋大会（2024.10）

散策サークル
東京スカイツリー（2024.10）

ハイキングサークル
立山（奥大日岳・別山）（2024.8）

「三愛会社友会」（リコー三愛グループOB会）入会のご案内

＊後日、三愛会がランダムに抽出した三愛会会員各社社員の方々にも本アンケートのお願い
をメールで送らせていただく予定ですので、ご協力をよろしくお願いいたします。
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